
2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

生物

( Biology )

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 今福 千明

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

3C

2

開講区分

曜日・時限

前期

火曜、1時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

生物学には専門基礎科目である解剖学・生理学の基礎となる分野 (身体における各器官系の働きなど)が多数ある。生物学を学ぶことで、解剖学・生理学を学ぶた

めの基盤を作り、理解を助ける。授業は授業プリントと確認プリンドを配布して進めていく。

※実務経験

【到達目標】

生物学の知識を身につける。

日標①:生物学の基本的な用語を理解し、覚える。
目標②:解剖学・生理学における身体の器官系について、導入部分を理解する。

授業計画・内容

1回目 授業の目的および身体を構成する物資の性質を説明できる。

2回 目 細胞の構造と機能および、内部環境の調節 (細胞小器官)を説明できる。

3回 目 細胞の構造と機能および、内部環境の調節 (細胞分裂 他)を説明できる。

4回目 組織・器官系、肺循環について説明できる。

5回 目 循環系(血液、心臓の構造及び機能)について説明できる。

6回 目 循環系 (リンパ)、 神経の基本的構造及び性質を説明できる。

7回 目 感覚器 (視覚・聴覚・嗅覚・味覚)について説明できる。

8回 目 中間試験 (試験範囲 :第 1回～第7回 )

9回 目 筋の構造及び収縮のしくみを説明できる。

10回 目 エネルギー産生(好気呼吸・嫌気呼吸)を説明できる。

11回 目 消化・吸収について説明できる。

12回 目 腎騰における尿の生成とその役割を説明できる。

13回 目 恒常性維持について(自律神経、ホルモン)説明できる。

14回 目 遺伝の基礎を説明できる。

15回 目 振り返り(9～ 14回 、試験対策)

準備学習
時間外学習

授業準備は特に必要ありません。1回、1テーマで授業を進めますので、欠席しないようにしてください。

授業後は授業プリントを用いての復習、教科書でさらに知識を深めてください。
イメージがつきにくい構造についてはカラーの図説、特にフリガナが心、つてある参考書を利用することをお勧めします。

評価方法
筆記試験により成績を判断する。
筆記試験は2回実施し、中間試験50%、 期末試験50%の割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

生物学から解剖学・生理学の内容へとスムーズに移行できるよう1こ授業を行うことを心掛けています。

内容や用語の読み方など何でもかまいませんので、わからないことがあればぜひ質問してください。

【使用教科書 t教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「生物学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 生 士 科

科目名
(英 )

化学

(Chemにtry)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

堺 晃彦

授業
形態

講議
総時間
(単位 )

15

1

分 前期

曜日・ 水曜、3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

歯科衛生士の教育が3年課程に移行しているが、「ゆとり教育」の弊害は中学・高等教育において基礎学力の低下という深刻な問題を引き起している。歯科簡生士

教育においては、歯科医師と同様、理科・化学の基礎知識は必要不可欠である。化学は物質の性質・構造・変化に関する学問であり、歯科臨床で用いられる物資

の化学的な背景を理解することは重要である。歯科衛生士はまさに医療の現場で種々雑多な歯科材料などの物資を扱う立場にあり化学の基礎知識が必要不可欠

である。また、化学を理解することにより、生化学・栄養指導の科目へと繋げていくことが出来る。

※実務経験

【到達目標】

(1章 )f物質とは何だろう」基本的な物資の本性について学ぶ

(2・ 3章 )「気体」「水溶液』について学ぷ
(4・ 5章)酸化還元反応を含めた『化学反応」に関して学ぶ
(6章 )「有機化合物とは何だろう」有機化合物の基本的な構造や性質について、高等学校までに化学を学習してこなかつた学生も理解できるようにする

(最終章)人体をはじめとした生体を形成している化学物質に関して理解し、生化学へとつなげる

授業計画・内容

回ヽ目 糠論 化学とは 1章 物質とは何だろう(元素と原子・混合物と純物質・化合物と単体を説明する〉

2回 目 2章 気体について知ろう(アボガドロの法則,ボイルの法則・シャルルの法則、ドルトン分圧の法則、ヘシリーの法則を理解する)

3回 目 3章 物資が水に溶けるとは (水溶液の濃さの表し方 (%、 ppm、 g、 mg、 モル濃度)を理解する)

4回 目 4章 酸化とは、還元とはく酸化還元の定義・酸化剤還元剤の定義を理解する)

5回 目
5章 化学反応では原子の組み換えが起こっている
(化学反応の速さを決めているもの・水素+要素=ヨウ化水素、過酸化水素水が水と酸素に分解する反応を理解する)

G回 目 6章 有機化合物とは何だろう(有機化合物の特徴を説明する)

7回目 7章 人をつくつているものは何だろう(水の性質を概説し、ヒHこおける水の必要性を理解する・水の溶媒特性 (親水性・疎水性・水和)を説明する)

8回目 まとめ及び試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●章末問題に取り組み提出→レホ生卜評価加算あり
0定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士教育においては、歯科医師と同様、理科 化学の基礎知識は必要不可欠である。化学は物質の性質・構造・変化に関する学問であり、歯

科臨床で用いられる物質の化学的な背景を理解することは重要である。歯科衛生士はまさに医療の現場で種々雑多な歯科材料などの物資を扱う立

場にあり化学の基礎知識が必要不可欠である。また、化学を理解することにより、生化学・栄養指導の科目へと繋げていくことが出来るため興味をもっ

て取り組んで欲しい

【使用教科書・教材t参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「化学」
プリンド配布



2023年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

修
択
必
選

必修 年次 1

Dong Enting Joyce担当教員

実務経験
科目名
(英 )

歯科英語

( Engttsh ) 後期

月曜、1時限目

開講区分

曜日・時限コース

業
態
授

形
詰義

総時間
(単位 )

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

対～15回の内容を理解し、基本的な会話や医療現場(歯科医院)において外国語での対応ができるよう国際的な感性を養う

【到達目標】

In this course we aim to hetp students devetop English communication sk‖ Is that can be used in their fbreign study trips and in their

professional編 elds thereafter.Possible usage scenarios include ascertaining customer needs,describing delivery schedules,asking fbr

and receiving feedback f予om customers etc.On a more generallevell we aim to foster and encourage students'interest and

conttdence in tearning about fbreign cuitures and internationai conlmunication.

授業計画・内容

十回目 Orientttion,Introductionst Entry Test

2回 目
Students wili be able to express qualities with``be''questions and answers,focusing primarily on the topic of fbod.PIus,use

a variety of common expressions to indicate a confused sttte.

3回 目

Students wili be able to describe sports and their opinions towards them.

Students w‖ l expand their range of oonversational patterns by learning how to ask and answer``What'',“ Where''and``Why'7
questions.

4回 自

Students w刊 I be able to request opinions and to respond to such requests through using the・
・
Hour plus 

‐
be― structure,in

cOdunCtiOn with general adieCtives beyond,“good"and``bad''.Students w‖ l atso learn to express enthusiasm in

conversation_

5回目 Students w‖ i be able to express likes and distikes,and tojusti～ their opinions,in a non― oFensive manner

0回目
Students willlearn to make stttements of sttong and sofし opinion,leading to asking lも r and making reconlmendations.

Expansion of pronoun use.

7回目
Students wili be able to express preferences,talk about planning events,intentions and desires using“ want to''and``prefer

to".

8回 目 Review l-6.Students w‖ l review units l-6 and use the materialin practical conversations.

9回 目
Students wili be able to discuss their routines and da‖ y activities as we‖ as units of time and schedules and be able to

make speciic plans.

10回目
Students wiII be able to discuss habitual actions using``How often"questions and willlearn how to use adverbs of

帝equency to descrlbe habits.

11回 目
Students wili be able to ask about and describe past actions using questions and statements with``Did".Students witi learn

to disunguish between regular and iregular fbrms to conlmunicate natura‖ y.

12回 目
Students wili be able to ask about facilities available ioca‖ y and be able to asklも r and give directions.Language for

repetition and conirmation.

3ヽ回目
SWBAT discuss shopping habits and history.IN addition,they w‖ t review the diTerence expressions used to distinguish

between count and non― count nouns.

14回目
Students wili review clothing vocabulary and the present continuous to describe actions in progress.This is useful when

describing procedures in real time to patients.

15回目 Review of materials and iessons so farlも r test.

準備学習
時間外学習

予習・領習を行い投

評価方法

定期試験・小テストと授業態度・出席状況から評価する。Ex■ test and fu‖―cred■ Test

受講生への
メッセージ

英語を身近なものとして捉え、臨床現場で活用でき げていきましょう。また、体調管理を行い欠席をしないよう心がけましょう。

【使用教科書,教材・参考書】

萌文書林 歯科英語の練習帳



2023年度 授業概要
学 科 科衛牛士科

科目名
(英 )

コミュニケーション論 (CSU検定)

(Communication Ski‖ )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 矢野 隆子

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前期

火曜、2時限目曜日・]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

コミュニケーション論の概念・理念を理解し将来的には社会の現場で効果的かつ適切なコミュニケーション行動がとれるよう知識技術を教授する。
詰義だけでなく演習・グループワークなども取り入れ参加型の授業を行う。

※実務経験

【到達目標】

コミュニケーション論の概念・理念を基に実践方法を理解する。
状況に応じたコミュニケーション枝法を依解する。
コミュニケーションスキルアップ検定合格。

授業計画・内容

回ヽ目 信頼される援助者となるために(教科の目的と授業法)構成的グループエンカウンター

2回目 自他理解のための集団体験学習 価値観の違いを知る エクササイズ「クルーザー」振り返り

3回目 人とコミュニケーション コミュニケーション定義 3領域 コミュニケーションの種類を理解する

4回 目 基本的対話スキル コミュニケーションのプロセス「聴く」の基本 上手な質問の仕方「話す」の基本を身に付ける

5回目 ノンバーバルコミュニケーション グループでの会話 グループ会話の基本 まとめ

6回目 自己表現スキル 人間関係を円滑にする表現技術 困つたときの上手な頼み方 断り方を習得する

7回目 仕事の上で必要とされる表現技術 仕事の基本 報告・連絡・相談 交渉 説得 プレゼンテーションを理解する

8回目 自分らしさを知る方法 分析交流による自己理解を深める

9回目 アンガ‐マネジメント 怒りの感情の級い方 伝え方 まとめ

10回 目 社会的スキル 対人行動 挨拶 敬語の使い方を習得する

11回 目 電話応対 訪問 謝罪 まとめ 社会的スキルの基本と対人行動における実践について理解する

12回 目 社会的スキルの実践 社外文書 手紙 メール FAXまとめ

13回目 サービスマインド サービスとは サービスの心得 対象者 サービスマインドの定義を理解する

14回目 サービスの基本 人 環境 プロセス サービスの基本要素を理解する

15回目 定期試験対策

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
●体
‐
調を整え、欠席をしないよう1こ,b掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667,6以上)クリアで定期試験受験可
●7月 中旬にヨミュニケーションスキルアップ検定の実施
●定期試験 (60,も以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

占科衛生士が医療現場において業務に携わる際に必要な礼儀・作法などを理解することは大切です。また、知識を生かして実践につなげることも重要
となります。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :滋慶出版 コミュニケーションスキルアップ検定



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

臨床心理学

( CtinicaI Psychoiogy )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 山下 尚夏

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 火曜、1時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

患者に特有な心の動き、それに対する心理学的な対応の要点などを理解する。
医療現場で多種多様な患者と対応する医療従事者にとって必要な「心理学」に関する知識を身につける。
また、一般の人の心理・患者心理を理解し、それに対応できるスキルを身につける
※図表など多く活用し理解を深められるよう工夫し、グループワークなどの学習方法も導入し、心理学の面白さを理解してもらう

※実務経験

【到達目標】

良好な対人関係を構築するために、人の行動とfい理に関する基本的な知識と考え方を習得する。

目標①行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考およびパーソナリティとの関係を概説できる。

目標②動機づけを概説できる。

目標③ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴を概説できる。

日標④話し手と聞き手の役割を説明でき、適切にコミュニケートできる。

授業計画・内容

1回 目 1章 見る・聞く・感じるこころ 知覚成立の基礎、知覚体制化、知覚の諸相を理解する

2回目 2章 学ぶ・覚えるこころ 学習のプロセス、記憶のメカニズム、記憶の病理とゆがみを理解する

3ロロ 3章 やる気の心理 動機付け、動機付けの分類、欲求について理解する

4回 目 4章 喜怒哀楽のこころ 感情、フラストレーション、ストレスについて理解する

5回目 5章 その人らしさの心理～パーソナリティ～ パーソナリティの記述、パーソナリティの調べ方、パーソナリティの異常と障害を理解する

6回目 6章 かしこさの心理 知能、知能の河定、知的障害について理解する

7回 目 7章 考えるこころ 思考、問題解決、創造性について理解する

8回目 8章 発達するこころ(1)「発達」を考える、発達段階と発達課題、幼児期から思秋期のこころの発達について理解する

9回 目 9章 発達するこころ(2)青年期、成人期、高鈴者の各段階における心理を学ぷ

10回目 10章 人と関わる心理 対人認知、帰属理論、対入魅カー好き嫌いの心理―を理解する

11回 目 11章 入と集うこころ 集回の心理、リーダーシップ、社会的影響について理解する

12回目 12章 健康なこころ メンタルヘルス、心理臨床の対象、心理療法のいろいろについて説明できる

13回目 13章 カウンセリングのこころ カウンセリングとは、カウンセリングマインド、ロジヤースの基本姿勢を取り入れた介入法について理解する

14コロ 14章 思いを伝え合うこころ 医療コミュニケーションの基礎、コミュニケーションスキル、特殊な場面でのコミュニケーションスキルを身につける

15回目 15章 心理学の歩みと方法 心理学の歴史、心理学の方法、心理学で用いる統計を理解する

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●休調を整え、欠席をしないように,b掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

0授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

現場で活躍していくためには手技の習得はもちろんのこと患者の全身状態をよく知リロ腔との関係を考慮しながら対応していく必要があります。また、

高齢者などは特に1人の患者に複数の人が関わつており、これらの人々と連携し、患者にとつてより良い支援ができるような視点と能力のある歯科衛
生士が求められています。そのためには業務の基盤となる知識を整えることが大切です。

【使用教科書・教材・参考害】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「心理学」



2023年度 授業概要
学 科 衛Ⅲ士科

科目名
(英 )

医療倫理

Medical Ethics

必修
選択

必修 年次 1撃最・1

古賀寿々子

〇

授業
形態

請議・演習
総時間
(単位)

開講区分

曜日・

前期

コース 月曜・4限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

医の倫理を学ぶと共に職業人としての心構えやインフォームドコンセンHこ基づいた患者対応などを習得する

インフォームドコンセントや生活の質(QOL)について理解し、それを説明実践する

歯科衛生士に求められる職業人としての心構えを身につける

医療現場で必要となるコミュニケーション技術や行動科学を学ぶ

受付の場面での対応など演習を通して実践してみる

【到達目標】

③医療倫理とはなにおЧこついて簡潔に述べることができる
②医療従事者の職業倫理に関する規範について概説できる
Э倫理的要求としてのインフォームト

・ョンセントについて概説できる
③生活行動と保健行動、QOLlこついて説明できる
⑤歯科医療におけるQOLの向上について説明できる
⑤歯科医療従事者に必要とされること(個人情報の取り級い等)を理解する

授業計画・内容

1回目 医療倫理を学ぷ必要性を理解できる 伝統的な医の倫理から新しい医の倫理の変遷が説明できる

2回 目 医療従事者の基本的義務について理解できる 患者中心の医療について説明できる

3回 自 歯科医療に関する権利と義務及び歯科衛生士の社会的使命について理解できる

4回 目 医の倫理に関する規範及び国際規範について理解できる

S回目 バイオエシックス(生命倫理学)とは何か理解できる

6回 目 パイオエシックスにかかわる問題について説明できる

7回 目 インフォームド・コンセントとは何か説明できる インフォームド・コンセントの実際について理解できる

8回 目 インフォームド・コンセントと患者中心の医療について理解できる

9回目 医療現場における人の行動について理解できる 患者の行動について理解できる

10回目 歯科医療従事者の行動について説明できる

11回目 個人情報の取り級いついて説明できる 臨床実習での身だしなみついて説明できる

H2回目 研究における医療倫理について理解できる

13回 目 患者理解のためのコミュニケーションについて説明できる 自分への気づき:自 己理解の重要性について理解できる 守秘義務について理解できる

14回 目 歯科保健指導の場面での対応が説明できる 歯科診療の場面での対応が説明できる 受付の場面での対応が説明できる

15回 目 職〕島での人間関係について理解できる 話を聴く態度を理解し実践できる

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないように,b掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
出席状況:2/3以上の出席で定期試験受験資格を取得できる。
定期試験 :筆記試験 (60,る以上)で評価する。

受講生への
メッセージ

歯科診療所では患者との信頼関係に基づく医療サービスを提供できるようにインフォームドコンセンドや生活の資(QOL)について理解し、それを説明
実践できることが歯科衛生士仁求められます。また、患者との人間関係だけでなく、歯科医師や同僚たちとも常に円滑な連携を保つことのできる能力も
必要です。倫理学を通して医療従事者としての基本的概念を身に付けましょう。

【使用教科書・教材・参考害】

医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科医療倫理学」 *別 途に資料プリントを配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

解剖学

(Anatomy)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 辻 康夫
実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 金曜・3時限目

【授業の学習肉容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

人体の構造ならびに組織の発生についての知識を習得する。全身の骨格模型を用いた授業・スアドや視聴覚教材を用いた授業を展開する。

※実務経験 20104～ 2∞83九州大学病院勤務
【到達目標】

0人体の組織の種類を説明することができる
②骨格系・筋と運動の名称・機能を理解する
③消化器系の構造・機能を説明できる
Э泌尿器系、生殖器系の構造、機能を説明できる

授業計画・内容

1・ 2回 目 「解剖学で学ぶこと」解剖学の意義、解剖学とは、口腔解割学とは、人体の外形と区分、解剖学用語、体の方向用語、人体の構成を理解する

3・ 4回 目 「骨格系」概説、頭蓋骨、体幹骨、上肢骨、下肢骨について知識を深める

5・ 6回 目 「筋系J概説、体の各部位の筋系について知識を深める

7・ 8回 目 r内騰学」概説、消化器系の構造について知識を深める

9・ 10回 目 消化・吸収について知識を深める

lⅢ 12回 目 泌尿器系の構造、腎機能と排尿について知識を深める

13・ 141司目 腎機能と緋尿、生殖器の構造について知識を深める

翼5回目 復習・試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ fb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.716以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

医学・医療を修めようとする際、最初に学ぶ学問が解剖学と生理学である。解剖学は主に人体の形・構造とその成り立ちを追及するのに対し、生理学

は人体の機能 (働き)とその仕組みを明らかにする学問である。医学を学ぶ上で、まず人体の構造を知り、その仕組みを知ることは基礎であることはい

うまでもない。学生が学ぶべき内容は多く難解であるが興味をもって臨んで欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「解剖学・組織発生学・生理学」
プリンド配布



2023年度 授業概要
学 科 衛生士科

科目名
(英 )

生理学

( Physiology )

必修

選択
必修 年次 1

担当教員

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 月曜・1時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

人体の生理および生理の概要について知識を習得する

※実務経験

【到達目標】

①骨格系・筋と運動・消化器系・循環系・神経系の機能を理解する
②自律神経の特徴を説明できる
③脳神経の構造と各神経の特徴を説明できる
(Э体循環と肺捕環について説明できる
⑤心臓の基本的構造と収縮の仕組みを説明できる
⑥血圧を調節する仕組みを説明できる⑦呼吸器の構造と機能を関連づけ、ガス交換の仕組みを説明できる

授業計画・内容

1回目 生理学とは 生理学とは生命の現象を研究する、生体に対する最も基礎的なものである

2回 目 細胞 細胞の成分について

3回 目 血液 血液の働き

4回 目 循環 (心臓)呼吸 心臓の構造と働き・中枢

5回目 筋 筋の分類、構造と働き

6回目 神経 神経の分類と興奮について

7回 目 神経 中枢神経について

8回 目 感覚 感覚の分類と組織の構造

9回 目 消化と吸収 胃、十二指腸、小腸、大腸の働き

10回 目 緋泄 発汗、排使、緋尿について

11回 目 体温 体温の調節

12回目 内分泌 (生殖ホルモン)ホルモンの働き

13回目 生理学まとめ 重要項目復習

H4回目 生理学まとめ 国家試験対策

15回目 まとめおよび定期試験

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

医学・医療を修めようとする際、最初に学ぷ学問が解剖学と生理学である。解剖学は主に人体の形・構造とその成り立ちを追及するのに対し、生理学

は人体の機能 (領lき )とその仕組みを明らかにする学問である。医学を学ぶ上で、まず人体の構造を知り、その仕組みを知ることは基礎であることはい

うまでもない。学生が学ぶべき内容は多く難解であるが解剖学 (構造)と生理学 (機能)は表裏一体であるため興味をもつて臨んで欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「解剖学・組織発生学・生理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

生化学

(Biochemに try)

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 木村 三栄子

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

コース 火曜、2、 3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

1年次前期に習得した化学の知識を生かし、生化学の授業に繋げて考えることができるよう1こ授業展開する。そして生化学を通して栄養指導のできる知識を習得す

ることを目的とする。スライドやプリントを使用し知識の整理をする。

19986～ 20018西 日本医療福祉総合センター勤務
※実務経験 2∞1_9～ 2004.7老 人保健施設シルバーケア玄海勤務

20048～ 20054老人保健施設サンドリーム田川勤務

【到達目標】

⑦栄養学および生化学を学ぶ目的を理解する
②乗養学および生化学を学ぶ意義を理解する

授業計画・内容

1回目 生化学とは 細胞の内容物について理解する

2回目 細胞の構造と役割 細胞膜の構造と物質の輸送について理解する

8回目 生体肉の水 細胞内器官の名称と働き、生体の水分含有量と体内移行について理解する

4回日 水の化学とは何か理解する

5回目 生体の主要な分子と働き 緩衝作用と緩衝溶液、たんばく資の特徴と酵素反応について知識を深める

6回目 ホルモンについて知識を深める

7回 目 生命活動と代謝 糖質・脂質・核酸・無機質、消化と吸収、精質・脂質・たんば(質の代謝について理解する

8回 目 結合組織の生化学 たんばく資の合成過程、血中糖濃度の調節機構、コラーゲンの合成過程・エラスチン、プロテオグリカンについて理解する

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、栄養学は急速にその基礎を生化学に求めつつある。食物として摂取した栄養素を私たちはどのように消化・吸収しエネルギーを獲得し、必要な

物質を合成するのかを理解するためには生化学の知識がどうしても必要である。さらに、歯科医学が健康科学の一領域として明確に認識された現在

では、口腔を専門として扱う歯科衛生士であっても、ヒトという生命全体の形態や機能を理解することが求められている。先に化学・生化学を習得し、つ

いで生化学で得た知識を基盤にして栄養学を習得することが望ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「栄養と代謝」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

口腔解剖学 (組織発生学含 )

(Oral Anatomy)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 寺田 善博

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 月曜、2時限目

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

幽科医師として臨床に携わつてきた教員が、歯科衛生士として必要な知識である口腔解剖学について講義する。
・発生学を含めた口腔領域の解割学 (骨学・筋学)→口腔を3次元的にイメージ

・口腔の構造ならびに歯の形態と組織およびその周囲組織について知識を習得する。
・スケーリングの際歯冠だけでなく歯根の形態の理解も必要

※案務経験 19736～ 19746九州大学歯学部付属病院勤務 19746～ 20133九 州大学歯学部 (助手～教授)20144～ 20173奥 羽大学歯学部勤務 (教授)

【到達目標】

Э顎顔面領域および口腔領域の各部位の名称を理解する。
②ロニ疇筋および舌骨上筋群の名称・起始・停止を説明できる
Э顎関節の構造を理解する
④頭頚部に分布する筋・神経・動脈・静脈を理解する
③歯牙解剖を理解する
③口腔領域の組織発生を理解する

授業計画・内容

1・ 2回 目 「組織発生学」細胞と組織について理解する

34回 目 「発生J精子と卵子の発生、染色体、受精と着床について理解する

5・ 6回 目 「歯の発生」について概説できる

7・ 8・ 9回 目
「歯の解剖学』歯の概論、歯の記号・用語・形態、自の表徴、歯の外観と内観、歯の支持・固定、永久歯の特徴、乳歯の特徴、歯の配列と咬合、異常

歯について理解する

10回 日

11回 目

12回目

13回 目

14回 目

「口腔付近の解剖学」口腔とは、口唇と頬、口腔前庭、固有口腔、口狭、舌、唾液腺、咽頭、頭蓋骨、上顎骨、口蓋骨、下顎骨、舌骨、顎関節、表情

筋、咀疇筋、口腔付近に分布する動脈・静脈、頭部のリンパ系、神経系について理解する

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、着年者を中心にう数の減少が認められる一方、高齢者人口の増加と中高齢者層の残存歯数の増加が相まつて、歯周疾患患者数の増加が明確

となつている。さらにインプラント治療の拡大などもあり、歯科治療における中長期的な予防管理 (メインテナンス)の重要性はますます増大しており、こ

の中核を担う歯科簡生士に対する期待は一層大きくなつている。連携医療のなかで歯科衛生士は他職種とスムーズなコミュニケーションを取るために

必要な全身の知識に加え、口腔の専門職として口腔のr構造」と「機能」を掘り下げて理解する必要がある

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 :    歯科衛生士科

科目名
(英 )

口腔生理学

( OraI Physiology )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 宇都宮 美咲

実務経験 O

授業
形態

講議
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 水曜、1時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

顕預面および口腔領域についての生理の知識を習得する。

【口腔の機能】咬合・咀Π路・嘩下・発声・味覚・嗅覚
【口腔機能の異常】瞭下障害・疎下の病態・構音障害

※美務経験
据警亀沼巣:53児

玉歯科医院勤務 19954～ 10みなみ歯科勤務 20004～ 12榊歯科勤務 20014～ 20023九 州大学歯学部おヽ児歯科宮助務 20023～ ′Jヽ

【到達目繰】

0顎額面領域および口腔領域の各部位の機能を理解する。
②咀疇筋および舌骨上筋群の機能を説明できる
③顕欄蔀の構造と機能を概説できる
④舌の構造と神経支配・運動・昧覚・感覚を理解する
③咬合と咀嘲を理解する
⑥歯・口腔の感覚、発声・疎下、唾液について理解する

授業計画・内容

1回目 「第1章 口腔生理学はなぜ必要か」歯牙歯周組織顎関節の構造と生理について理解する

2回目 「第2章 歯と歯周組織の生理」歯と歯働追の構造と機能について理解する

3回 目 「第2章 歯と歯周組織の生理」歯の動揺度と歯間離開度について理解する

4回目 「第3章 咬合と咀‖需」咬合、下顎位、下顎の運動について理解する

5回目 「第3章 咬合と咀口路」限界運動、顎反射について理解する

6回 目 「第3章 咬合と咀曝」咀「需、咬合力と咀暇力について理解する

7回 目 「第4章 吸引・疎下・嘔吐・口呼吸・口臭」吸引・疎下・嘔吐・口呼吸・口臭について理解する

8回 目 「第5章 歯と口腔の感覚」歯の感覚、口腔粘膜の感覚、味覚について理解する

9回 目 「第6章 唾液J唾液の分泌機構、唾液の性状と成分・唾液の働き、唾液と疾患について理解する

10回目 『第7章 発声J発声機構の概略、咽頭の機構、発声の生成、言語音の形成、歯・口腔と発音について理解する

1ヽ日目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ Jい掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、若年者を中心にう蝕の減少が認められる一方、高齢者人口の増加と中高齢者層の残存歯数の増加が相まつて、歯周疾患患者数の増加が明確

となつている。さら1こインプラント治療の拡大などもあり、歯科治療における中長期的な予防管理 (メインテナシス)の重要性はますます増大しており、こ

の中核を担う歯科簡生士に対する期待は一層大きくなっている。連携医療のなかで歯科衛生士は他職種とスムーズなコミュニケーションを取るために

必要な全身の知識に加え、口腔の専門職として口腔の「構造」と「機能」を掘り下げて理解する必要がある

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「口腔解割学・口腔組織発生学・口腔生理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 歯科衛生士科

必修 年次 1

木村 三栄子担当教員

実務経験

修
択
必
選科目名

(英 )

口腔生化学

(Orat Biochemに try)

ヨース

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜 日

後期

火曜、2、 3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

1年次前期に習得した化学の知識を生かし、口腔生化学の授業に繋げて考えることができるよう1こ授業展開する。そして口腔生化学を通して栄養指導のできる知識

を習得することを目的とする。スライト
・
やプリントを使用し知識の整理をする。

※実務経験 習需鉢琴
°018西日本医療福祉総合センター勤務 20019～ 20047老 人保健施設シ

"レ

′`一ケア玄海勤務 20048～ 20054老人保健施設サンドリーム

目

化学を学ぶ目的を理解する
化学を学ぶ意義を理解する

授業計画・内容

1回目 「歯の組威J歯の無機成分、有機物について理解する

2回目 「骨と歯の石灰化J石灰化機構とは概説できる

3回目 『口腔組織とホルモン及びビタミンJ血清中のカルシウムとリン酸濃度のホルモンによる調節について理解する

4回 目 『口腔組織とホルモン及びビタミン」口腔組織に影響を与えるその他のホルモンやビタミンについて理解する

5回目 『唾液の生化学」について概説できる

6回目 『歯の表面にみられる付着物Jプラーク・ぺリクル、歯石・キレート作用について理解する

7回 目 「歯の脱灰と溶解」「免疫と炎症」師蝕発生の仕組み、体液性免疲と細胞性免疫、抗体・アレルギーについて理解する

8回目 まとめ及び定期試験

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ fb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

近年、栄養学は急速にその基礎を生化学に求めつつある。食物として摂取した栄養素を私たちはどのよう1こ消化・吸収しエネルギーを獲得し、必要な

物質を合成するのかを理解するためには生化学の知識がどうしても必要である。さらに、歯科医学が健康科学の一領域として明確に認識された現在
では、口腔を専門として扱う歯科衛生士であっても、ヒトという生命全体の形態や機能を理解することが求められている。先に化学・生化学を習得し、つ

い て栄養学を習得することが望ましい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「栄養と代謝」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 衛生士科

科目名
(英 )

病理学

( Pathology )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 角 静香

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース 月曜 3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

【病理学総論】各疾病の共通性や医学の基礎・医学用語
【病理学各論】臓器などにおける各疾病の特徴
【口腔病理学】口腔領域の疾患を含め病因論についての知識を習得する。
スライト
・やプリントを活用し授業を行う。範囲が広い為中間テストなども実施する。

※実務経験 (☆ )1996.4～ 2001.3九州大学歯学部付属病院勤務 2001.4～ 6山田歯科勤務

【到連目標】

【総論】
⑦疾病の多様性と共通性について説明できる
②疾病の経過と転帰について説明できる
③疾病の原因である病因と疾病の成り立ちについて説明できる
④内因について説明し具体例を列挙できる
③外国について説明し具体例を列挙できる
⑤先天異常・奇形の成因について説明できる
⑦循環障害について説明できる
③代謝障害と退行性病変・進行性病変について説明できる
③炎症と免疫応答異常について説明できる
③良性腫瘍と悪性腫瘍について説明できる

授業計画・内容

【病理学総論】

1・ 2回 目 「第1章」病理学序論と病院論について理解する

3・ 4回 目 「第2章」遺伝性疾患ならびに奇形について理解する

5・ 6回 目 「第3章」循環障害について概説できる

7・ 3回目 「第4章」代謝障害と退行性病変について理解する

9JO回目 「第5章」増殖と修復について理解する

可卜 12回目「第6章J炎症と免疫応答異常について理解する

13・ 14回目「第7章」腫瘍について理解する

15回目 まとめ試験対策

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

0授業態度
0出席状況 (66.7%以 上)クリアで定期試験受験可
0定期試験 (60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

病理学は医学や医療の基本的な考え方を提供するとともに解剖学・生理学・微生物学・薬理学などの基礎医学の知識を医療へ結
びつけるために統合し、病理組織診断として臨床各科へ医療に直結する情報を提供することになります。さらに、疾病の予防に有

用な知見を提供しています。口腔保健の最前線に立つ箇科衛生士には今後ますます全身的な疾病と健康の管理や、他の健康・医

療分野と連携するための基本知識が求められているのです。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「病理学・口腔病理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 :  歯科衛生士科

科目名
(英 )

口腔病理学

( Pathology )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 篠原 正徳

O実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 金曜、3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

【病理学総論】各疾病の共通性や医学の基礎・医学用語
【病理学各論】臓器などにおける各疾病の特徴
【口腔病理学】口腔領域の疾患を含め病因論についての知識を習得する。
スライドやプリントを活用し授業を行う。範囲が広い為中間テストなども実施する。

※実務経験
淫獣経

1998,9九州大学歯学部付属病院勤務 1998.10～ 20143熊本大学医学部歯科口腔外科勤務 201■4～伊東歯科口1空病

【到達目標】

【口腔病理】
①歯の発育異常・咬合異常・萌出時期異常を列挙できる
②歯の損傷と着色・付着物について説明できる
③う蝕の疲学について説明できる
④歯髄病変について説明できる
⑤歯周組織の病態について説明できる
⑥口腔粘膜の病変について説明できる

授業計画・内容

1回 目 「第1章」歯の発育異常について理解する

2回 目 『第2章」歯の損傷と着色・付着物について概説できる

3回 目 「第3章」う蝕について概説できる

4回目 「第4章J象牙質・歯髄複合体の病変について理解する

5・ 6回 目 「第5章」歯周組織の病変について概説できる

7・ 8回 目 「第6章」 口腔粘膜の病変について理解する

9・ 10回目 「第7章」 口腔領域の嚢胞と1重瘍について理解する

11回目 「第3章」 口腔癌について理解する

12回目 「第9章J顎骨の病変について理解する

13回 目 「第10章」唾液腺の病変について理解する

14回 目 r第 11章」 口腔領域の奇形について理解する

15回目 「第12章 J口腔組織の加齢変化について理解する

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように1ふ掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

病理学は医学や医療の基本的な考え方を提供するとともに解剖学・生理学・倣生物学・薬理学などの基礎医学の知識を医療へ結

びつけるために統合し、病理組織診断として臨床各科へ医療に直結する情報を提供することになります。さらに、疾病の予防に有

用な知見を提供しています。日腔保健の最前線に立つ歯科衛生士には今後ますます全身的な疾病と健康の管理や、他の健康・医

療分野と連携するための基本知識が求められているのです。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「病理学・口腔病理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 衛 牛 士科

担当教員 兼松 隆必修

選択
必修 年次 1

実務経験 O
薬理学・歯科薬理学

( PharmacOlogy)

科目名
(英 )

業
態
授

形
講義

総時間
(単位)

開講区分

曜日・時限

前期

木曜、1時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医学の基本的知識を生かし薬物の効力発現を理論的に理解する。教本に基づきスライト
・
やプリントを作成、

※実務経験

腔粘膜疾患に用いられる薬物について説明できる

する薬】
ついて理解する

の取り級いについて説明できる
・相互作用・薬物動態・投与方法・副作用について理解する

復を促進する薬】

に用いる薬物について説明できる

治療に用いられる薬物について説明できる

予防に用いる薬物について説明できる

授業計画H内容

1回目
「薬とはなにか」「薬理作用の基本形式」「主作用と副作用」栗とはいつたい何か、主作用には副作用が伴う、医療の中での栗の位置について理解す
ム

2回日 「薬物の作用機序」『薬理作用の影響を与える因子」二重盲検査、安全域Augslergerの 式について理解する

3回 目 r薬物の投与方法」『吸収と代謝・排泄」チトクロームP-450による酸化、薬物耐性について理解する

4回目 「薬物の有害作用J「薬物の併用J「医薬品」薬物アレルギー、アナフィラキシーシヨック、機能的描抗と競合的結抗、日本薬局方について理解する

5回 目
「中枢神経に作用する薬物」全身麻酔薬 麻酔深度 (ゲーテルの分類 )、
作用について理解する

ル、トリアプラムトジアゼパム、寛醒剤 カフェインの利尿

6回 目
「抗炎症薬・鎮痛薬」炎症のケミカルメディエーター、ヒスタミン フラジキニン、プロスタグランチン、モルヒネ等中枢作用性銀痛栗、解熱性銀痛栗と消

炎鎮痛薬について理解する

7回目 「局所麻酔薬」アミド酸トエステル型、血管収縮薬の添加、Na+チャンネルについて理解する

8回 目 「自律神経作用薬」ムスカリン作用とニヨチン作用、脂溶性ビタミン 水溶性ビタミン、唾液腺ホルモン、一時止血と二次止血について理解する

9回 目 「病原微生物に作用する薬物」「消毒薬」「抗生剤」消毒と滅菌の違い、消毒薬の種類、杭菌スペクトル・抗菌作用について理解する

10回目 f悪性新生物に用いる薬物」「腐食・収敏薬」廣食と収数の違い、歯髄覆軍・歯髄切断に用いる薬剤について理解する

11回 目 『歯肉療法薬J乾歯薬、根管消毒薬、根管充填用薬剤について理解する

12回 目
「根管充填剤「歯周治療薬」「う散予防のための薬物」ガッタパーチャーと水酸化カルシウム、ヨード製剤対処法としての投票、フッ化物塗布時の緊物
に対する留煮点、中轟について概説できる

13回 目 「薬物の管理方法について」光・温湿度への注意/使用期限について理解する

14回 目 復習テスト・解説

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

薬理学は薬物を生体に与えた場合に生体が現す反応を研究する科学です。また、疾病の予防・治療・診断における合理的な薬物療法の基盤となる研

究を行い、知識を与えるのが薬理学です。薬理学の背景には解剖学、生理学、生化学、微生物学、病理学などがあり、これらの科目を包括した総合的

な専門基礎科日です。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「薬理学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 科 衛 牛 士利

科目名
(英 )

微生物学・口腔徴生物学

(Mおrobbbgy)

必修

選択
必修 年次 1

担当教員

実務経験

山下 喜久

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2 日・時限

前期

水曜、Ⅲ2時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

散生物学・口腔微生物学の授業では、歯科医師として臨床に携わつている教員が、歯科衛生士として必要な知識である微生物学の講義を行う。細菌・真菌、ウィル
スなどの微生物、それによつて引き起こされる歯科領域の疾患について教授する。

※実務経験 1986.11～ 2000,9九 州大学歯学部付属病院勤務 200010～ 20030日本大学勤務 20037～ 九州大学病院勤務

【到達目線】

感染症の成り立ちを知るために個々の微生物の種類・性状・形態や構造、病原性とその経路について理解する。

そして、生体防御能の中心をなす免疲学も理解する必要がある。

授業計画・内容

1回目 第1章 微生物の発達と歴史について理解する

2回目 第2章 微生物の一般性状について理解する

3回 目 第3章 微生物の観察方法について理解する

4回目 第4章 感染、感染と発症について理解する

5回 目 第4章 感染症の種類、感染の経路について理解する

6回目 第5章 免疲について概説できる

7回 目 第5章 アレルギーについて概説できる

8回目 第6章 病原微生物について理解する

9回目 第7章 Tヒ学療法について理解する

刊0回目 第3章 減菌と消毒の定義について理解する

11回目 第8章 消毒と減菌の方法について概説できる

12回目 第9章 口腔内常在微生物について理解する

13回 目 第10章 口腔感染症について概説できる

H4回 目 第引章 病巣感染について概説できる

15回日 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

微生物学とは感染症の成り立ちを知る学問です。個々の微生物の病原性について理解することはもちろん、病気を起こす側(生体)の防御能について
も知る必要があります。生体防御能の中心をなす免疫学は歯科衛生士を目指す学生にとつて最大の関心事である歯科疾患を中心に勉強します。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「微生物学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

口腔衛生学 I

( Oral Hygiena I )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 中本 由希

実務経験 0

授業
形態

講義
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期・後期

ヨース 火曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯と日腔の疾患異常の予防および保健指導の知識を習得する。教本に基づき授業を進める。スライドやプリントを活用することで知識の定着をはかる。

※実務経験
20054～ 20103九 州大学病院小児歯科 20104～ 20134医療法人元気が湧くKid's歯科とび
201310～ 2015.3は しもと小児歯科・嬌正歯科 20154～ たむら歯科医院

【到連目標】

前期 :歯・口腔の健康に関わる社会の仕組みを理解し、歯科疾患の予防能力を高める態度を養うために、歯・口腔の健康と予防に関する基本的知識を習得する。

後期 :生活と健康に関わる社会の仕組みを理解し、地域社会における保健対策の基本的な考え方を学び、地域集団に対する疾病の予防能力を高める態度を養う

ために、健康に関わる地域の役割に関する基本的知識を習得する。

授集計画・内容

【前期】

1・ 2回 目 総論 歯・口腔の健康と予防、歯・口腔の健康、歯・口腔の付着物・新着物について概説できる

3・ 4回 目 口腔清掃 日腔清掃の意義、口腔清掃法について理解する

5・ 61コロ 口腔清掃 人工的清掃法の分類と用具、不適切な口腔清掃による為害作用、歯磨剤と洗口剤について理解する

7・ 3回目 歯科疾患の疲学 う伍の疲学、歯周疾患の疲学、その他の疲学について理解する

9・ 10回 目 う甑の予防 う儀発生のメカニズム、う倣の発生要因、う敏活動性、う敏の予防法について概説できる

11・ 12回目
フッ化物によるう機予防 我が回のフッ化物応用、フッ化部の一般的性状と用語、人間生態系におけるフッ化物、フッ化物摂取量とその基準について

理解する

13・ 14回目
フッ化物によるう鏃予防 フッ素の代謝、フッ化物の毒性、フッ化物応用によるう傲予防、フッ化物のう傲

物応用法について理解し概説できる

ム、ライフステージに胚じたフッ1ヒ

15回目 まとめおよび試験対策

【後期】

1回目 歯周疾患の予防 歯周疾患の症状と分類、歯周疾患の発生機序、歯周疾患の全身に与える彫響、歯周疾患の予防手段と処置について理解する

2回目 その他の疾患・異常の予防 口内炎、日腔癌、不正咬合、顎関節症、歯の形成不全、口臭症、口腔乾燥症について理解する

3・ 4回目 ライフステージごとの口腔保健管理 口腔保健管理の目標、母子口腔保健、小児期の口腔保健、成人期・老年期の日腔保健について理解する

5回目
地域保健・公衆衛生 地域社会と地域保健の概念、地域保儘の組織、地域保健の新たな概念、地域保健活動の進め方、健康づくり対策と地域歯科

保健について理解する

6回目 『母子保健」母子保健の目的、母子保健、小児保健、歯・口腔について、母子保健の現状と今後について理解する

7回目 学校保健 学校保健の意議および概念、学校保健の活動と組織、学校歯科保健について理解する

3回目 成人保健 成人保健の意義と特徴、成人保健活動の現状、成人保健対策、成人期の歯科保健について理解する

9・ 10回 目 産業保健 産業保健の概念、職業性疾病、産業保健管理、産業保健活動について理解する

11・ 12回目 老人(高齢者)保健 老人(高齢者)保健の意義、老人(高齢者)保健のための行政組織と関係する法律について理解する

13回目
精神保健 精神保健とは、精神衛生から精神保健へ、我が国の精神保健のあゆみ、精神保健・医療・福祉、精神障吾者の衝科保健について

'望

解す
る

14回目
国際保健 発展途上国における健康問題、国際化に伴う我が国の保健医療問題、国際協力・口腔保健の現状、口躍保健職田各と目標について理解す
る

15回目 まとめおよび定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
●勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60,も以上)クリアで科日単位取得

受講生への
メッセージ

口腔衛生学は社会歯科学系に属する学問として位置づけられています。専門基礎分野にあり「歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み」
の一部を学びます。健康を左右する環境について理解し、次いで個人を対象とした口腔の健康と予防について理解する。そして、集団を対象とする地

域保健活動の在り方と、他職種と歯科衛生士と歯科衛生士との関わり1こついての理解を深めて欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健生態学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 生士科

担当教員 中本 由希

O

修
択
必
選

必修 年次 2

実務経験
口腔衛生学 H(衛生統計学含む)

( Oral Hygiena瓦 ) 前期

科目名
(英 )

ヨース

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限 火曜、4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

歯科簡生活動に必要な保健医療情報の収集と取捨選択から、収集しデータの処理と解析まで目的に応じた科学的なアプローチを習得する。衛生統計学に基づい
た保健情報をうまく活用し歯科保健指導に活用する。

20054～ 20103九州大学病院小児歯科 20104～ 20134医 療法人元気が湧くKd's歯科とび
201310～ 20153はしもと小児歯科・矯正歯科 20154～ たむら歯科医院

※実務経験

【到達目標】

1章 保健情報と保健統計(保健情報の種類・国家統計調査・学校保健統計調査)について知識を深める

保健情報と疫学 (保健情報から疫学分析へ・健康障害の発生要因・疫学の方法論)について理解する

3章 歯科疾患の指数 (数量化と指数・う飲の指数・歯周疾患の指数・口腔清掃状態の指数・不正咬合と歯列不正の指数・歯のフッ素症指数・その他の歯科保健指
数)について理解し計算ができる

保健情報の分析手 lli民 (保健情報の収集・調査・母集団と標本抽出)について理解する

5章 保健統計の方法 (テ
°
―夕の特性・記述統計・推定と信頼区間・検定・保健情報の多変量解析)について理解する

0章 保健情報の分析演習 (解析と検定の演習・プレゼンテーション,データの表現)について演習を交えて理解する

7章 情報の保護と倫理 (情報社会の特性と問題点・個人情報の保護インターネットと情報倫理)について理解する

授業計画・内容

1回目 「保健情報と保健統計J保健情報とは、保健統計とは、保健情報の種類について理解する

2回目 「保健情報と疲学」疲学総論、健康障害の発生要因、疲学の方法論、スクリーニングについて理解する

3回目
「歯科疾患の指数」数量化と指数、う蝕の指数、歯周疾患の指数、口腔清掃状態の指数、不正咬合と歯列不正の指数、歯のフッ系症指数、その他の

歯科倶健指線について理解する

4回目 r保健情報の分析手順J保健情報の収集 (インターネッHこよる情報収集)、 調査、母集団と裸本抽出について理解する

5回目 「保健統計の方法」データの特性、記述統計一代表値・散布度・相関、推定と信頼区間、検定、保健情報の多変量解析について理解する

6回目 「保健情報の分析演習」解析と検定の演習、プレゼンテーション:データの表現について理解し演習してみる

7回目 「情報の保護と倫理」情報社会の特性と問題点、情報の開示、個人情報の保護、インターネットと情報倫理 (情報モラル)について理解する

9回 目 まとめおよび定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ fい掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(66.7,6以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60(〉()以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

口腔衛生学は社会歯科学系に属する学問として位置づけられています。専門基礎分野にあり「歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み」の
一部を学びます。健康を左右する環境について理解し、次いで個人を対象とした口腔の健康と予防について理解する。そして、集団を対象とする地域

保健活動の在り方と、他職種と自科衛生士と歯科衛生士との関わり1こついての理解を深めて欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健情報統計学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 衛生士科

担当教員 秋山 理加

実務経験 O
修
択
必
選

必修 年次 1衛生学・公衆衛生学

( Hygiene・ Public Health ) 後期

科目名
(英 )

業
態
授

形
講義

総時間
(単位)

開講区分

曜日・時限 水曜、2時限目ヨース

て臨床に携わつている教員が、国民の歯科保健の向上を目指し、歯科衛生士として必要な知識である衡生・公衆衛生学について講義する。口腔衛生

・歯科保健指導との結びつきが強い科日であるため、日腔領域の保健・衛生と関連づけて教授する。スライドやプリンドを活用し理解しやすい工夫をする

2012.4～ 20133九州歯科大学総合診療科勤務 2013.4～ 医療法人茂山歯科医院勤務

に記戦する)【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知 る 員

②疾病や異常の発生要因(因子)を説明できる
④人口の高齢化について考察できる
⑥環境の重要性を理解できる
◎公害問題を解決するための方法を考えることができる

【到進目標】

る

よび世界における人口の現状と推移の概要を説明できる
口動態統計の概要と我が国の特徴について説明できる
の関係を理解できる

授業計画・内容

1回目 「1章 総論J衛生・公衆衛生定義、健康の概念、ヘルスプロモーション、健康増進対策、予防医学の概念、国際保健

2回目 r2章 入口J人口に関する統計、人口動態統計、生命表

3回目 「3章 環境と健康」環境と健康の概念、生活環境、廃棄物処理、環境保全

4回目 「4章 疫学J疫学の定義および概要、疾病、異常 (健康障害)の発生要因、疫学研究の応用論、

5回目 「5章 感染症」感染と発病、感染の三大要因、感染予防、主な感染症の動向と予防

6回目 r6章 食品と健康」国民栄養の現状、食品衛生

7回目 『7章 地域保健」地域保健の概念、地域保健の組織、地域の保健計画、地域社会と住民の生活、地域保健活動の進め方

B回 目 「8章 母子保健J母子保健の意義、母子保健統計、母性保健管理、小児保健管理、母子保健対策

9回目 『9章 学校保健」学校保健の意義および概要、学校保健の活動と組織、保健組織活動、学校保健活動の推進、食育

10回目 「10章 威入・老人保健』成人・老人保健の現状、成人・老人保健活動

11回 目

「11章 産業保健」産業保健の概念、職業性疾病、産業保健管理、産業保健活動
12回目

13回 目
「12章 精神保健」精神保健の意義、精神障害の分類、心の健康と障害、ライフサイクルからみた精神保健、精神保健対策

14回 目

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (609る以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

衛生学・公衆衛生学は社会医学系に属する竿間として位置づけられています。専門基礎分里翼こあり「歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組

み」の一部を学びます。健康を左右する環境について理解し、次いで個人を対象とした口腔の健康と予防について理解する。そして、集回を対象とする

地域保健活動の在り方と、他職種と歯科衛生士と歯科衛生士との関わり1こついての理解を深めて欲しい。

【使用教科書・教材・参考害】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健生態学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 生 士 科

科目名
(英 )

衛生行政・社会福祉学

(Pub“ c Admintttttdon・ Pub‖c Weifare)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 柴田 幸江

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

3C

2

開議区分

曜日・時限

後期

コース 木曜、2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

衛生行政・社会福祉学の授業では、歯科医師として臨床に当たつてきた教員が、歯科衛生士として必要な知識である法制・行政`社会保障について請義をし、歯科

保健医療の普及と向上のために必要な知識を教授する。

※実務経験 19957～ 九州大学歯学部付属病院勤務

【到達目標】

日本の保健・医療・福祉制度と医事法制を理解し、歯科衛生のあり方を考える態度を養うために、歯科衛生士に必要な法律・制度に関する基本的知識を習得する。

授業計画・内容

1回目

2回目

「1章 衛生行政」法制概論、衛生行政の概論、医療の動向について理解する

3回 目

4回目

5回目

r2章 歯科関係三法」 日本の歯科医療制度の沿革、歯科医師法、歯科衛生士法、歯科枝工士法、その他の関係法規について理解し、歯科衛生士法

について概説できる

6回目

7回目

8回目

『3章 社会保障」社会保障の定義、社会保障の内容、社会保障行政機構の概要、現行の社会保険について理解する

9回目

10回 目

11回目

「4章 社会福祉」社会福祉行政、公的扶助、社会福祉の実際について理解する

12回目

13回目

14回目

「5章 医療保険J医療保険の概要、医療保険の仕組み、医療保険の実際について理解する

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (609る以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

法律の勉強は難しいかもしれませんが、国家試験にも出題される大事な範囲です。意外と身近にある社会のルールであり、私たちを守つてくれるもの

です。頑張つて勉強しましょう。

【使用教科書・教材!参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健・医療・福祉の制度」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 利衛牛士科

担当教員 久保山 裕子必修

選択
必修 年次 1

実務経験 O

前期

科目名
(英 )

箇科衛生士概論

(Dental Hygienist Theory) 総時間
(単位)

開講区分

曜日・時限 木曜、3時限目コース

業
態
授

形
講義

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、

士として大学病院で臨床に携わつている教員が、歯科衛生士としての人間性を培い、歯科衛生士の業務について講義をする。

、歯科衛生士の役割・社会的位置づけ・職域・職業観を教授する。体験実習やゲ,レープワークを取り入れた学習を行う。

る )

19764～ 197712福岡歯科大学附属病院勤務

【到達目標】

・医療・福祉に関わることの意義を理解する
て必要なことは何か、何を学ぶのか考える
る人のニーズの把握の仕方を学ぶ
考え方や行動の仕方を理解する
をもち、かつ科学的な裏付けをもって仕事をすることの意味を考える

るために必要とされる専門知識・技術ならびに態度を身につける

授業計画・内容

1回目 『1章 歯科衛生士とはJ歯科衛生士とは理解を深める

2回目 「2章 歯・口の健康と疾病 `異常」健康とは、歯・口の健康、おもな歯・口の疾病・異常について理解する

3回目 「3章 歯科医療と歯科保健」健康と健康障害への3つの対応、医療・歯科医療、歯科保健指導、公衆歯科衛生について理解する

4回 目 「4章 歯科医療保健を支えるもの」歯科医療の三要素、歯科医療の目標、歯科医療の内容、歯科医療の特異性、歯科医療の分野について知る

5回目

6回 目

「5章 歯科医療保健に携わる人」歯科医療関係者の免許制度、歯科医療保健に関係する職種、歯科医師、医師、薬剤師、歯科衛生士、歯科枝エ

士、看護節、准看護師、保健節、放射線技師、栄養士、歯科助手、事務員について理解を深める

7回 目
「6章 歯科衛生士の役割」歯科衛生士の業務、歯科衛生士の業務活動場面での役割、責任と活動、米国の歯科衛生士の活動と倫丁里規定について

理解する

8回 目
「7章 歯科衛生士業務の発展」歯科衛生士の誕生以前、歯科衛生士制度の誕生、歯科診療所への進出・歯科衛生士法改正、歯科衛生

連の深い法律について学ぶ

9回 目

10回 目

歯科簡生士に期待されるもの、歯科衛生士に求められる心構え(歯科衛生士の倫理)、 歯科衛生士に必要な知識、歯科衛生士に必要な枝能、歯科衛
生士に求められる協調性～チームワーク～について理解する

11回目
「 9章 歯科簡生士業務の展開」歯科衛生士の仕事の場、仕事での心構え、職業人としての心構え、人との対応、観票と記録、清掃と保全、安全保持
について知識を深める

12回 目

13回 目

f付 1章 歯科衛生士の略史」歯科医療制度の確立と人手、歯科医療・歯科保健の高場、アメリカにおける歯科衛生士の誕生、新潟県歯科医師会の

歯科縛生手規定とライオン児童歯科院の口腔衛生婦養成、保健所歯科の創設と歯科衛生士法の制度、歯科診療所への進出と歯科衛生士法の改
正、経済高度成長時期の歯科医療、歯科界の新しい展開と歯科衛生士について理解する

14回 目
「付2章 外国の歯科医療 ,保健補助員」アメリカにおける歯科衛生士、その他の国の歯科衛生士、ニュージーランドの学校歯科看護師、オーストラリ
アの歯科治盛士、アジア諸国の歯科治療士 歯ヽ科助手の状況券知る

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士を目指す皆さんが、保健・医療・福祉に関わることの意義をみつけ、専門職として必要なことは何か、何を学ぷのか、また、対象とする人の
ニーズの把握の仕方、さらに歯科衛生業務の考え方や行動の仕方を理解するとともに、倫テ堅的な視点をもち、かつ科学的な表付けをもって仕事をする
ことの意味を考え、歯科衛生活動を展開するために必要とされる専門知識・技術ならびに態度を身につけていつて欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科衛生学総論」



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

歯科臨床概論

(C“ nical Theory of De悧 dstry)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 寺田 善博

O実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

前期

]―ス 月曜、2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

歯科医節として臨床に携わる教員が、歯科医療の一翼を担う歯科筒生士として歯科医療の特徴及び特異性について講義をする。歯科治療の流れや臨床症例をスラ
イト
・
などで具体的に提示し解説できるよう教授する。

頚実務経験 19736～ 19746九州大学歯学部付属病院勤務 1974.6～ 2013.3九州大学歯学部(助手～教授)2014.4～ 20173奥羽大学歯学部勤務(教授)

【到達目標】

I編 歯科診療と歯科診療所 (歯科診療の場と関わる人 ・々歯科診療所のスタッフ・歯科診療所における業務)について知識を深める

H編 歯科診凍の流れ (ライフステージと歯科診療・歯科診療で行うこと～主な診療の流れ～)

※歯科衛生士を目指す学生にとつて歯科診療の入門科目となる。歯科治療とはどういうものなのか、ライフステージ毎に解説し、歯科衛生士の位置づけを知る

※歯科衛生士とはどんな職業なのかを理解し、資格取得に必要な知識 (基礎科日・臨床科目・主要3科 )との関連性を学ぷ

授業計画・内容

1回目
「1章 歯科医療J医療と診療の意味、歯科臨床とは、医の倫理とインフォームドコンセンド、歯科医療の特異性、歯科診療における人～歯科診療従事
者の種類と役割

2回目
r2章 歯科患者J患者の心理、患者の対応、加齢と歯科診療の特徴、小児歯科患者への対応、高齢歯科患者への対応、特殊な歯科患者への対応、
在宅療養

3回目
「3章 歯科疾患の概要」歯の発育および萌出異常、歯および硬組織の疾患、歯髄および根尖歯周組織の疾患、歯周疾患、不正咬合をふくむ歯・顎・

顔面の異常、歯列欠損の状態、顎骨の疾患、唾液腺の疾患、日腔軟組織の疾患、舌の疾患およびその他の口腔の病変、口腔領域の神経の病変、ロ

4回目 『4章 歯科診療所J歯科医療の行われる場、歯科診療所とその規模、歯科診療所の診療分野、歯科診療所の設備内容

5回 目
「5章 歯科診療のながれの概要」患者の受け入れ準備、受付、患者の診療室への誘導、予診準備、診査の前準備、診察、検査、診断と患者への説
明、治寝、治褒存終了した慮者の誘連、メインテナンス 応ヽ急処置、救急処置、訪問診療

6回目 r6章 歯科保存治療の概要」歯科保存治療とは、保存修復、歯内療法

7回 目 r7章 歯周治療の概要」歯周疾患について、歯周治療の流れ、歯科衛生士の役割

8回 目 「8章 歯科補綴治療の概要」歯科補綴治療とは、クラウン・ブリッジ治療の流れ、有床義歯治療の流れ

9回目 「9章 1ヽ児歯科治療の概要」′卜児歯科とは、小児の特徴と小児および保護者への対応法、小児歯科診療の特徴、歯科保健指導

10回目 「10章 矯正歯科治療の概要」矯正歯科治療とは、不正咬合の種類、診断および治療方針の決定、嬌正歯科治療における経過

11回目
「11章 口腔外科治療の概要」口腔外科とは、口腔領域の各種疾患、口腔外科における治療内容、口腔外科における診査、口腔外科の対象となる懸

者、口腔外科と歯科衛生士

12回 目 「付章 歯科医療の変遷Jまとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ fb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【臨床概論】とは歯科医学や歯科臨床への入門的な勉強です。歯科診療所を訪れたことがなく、歯科臨床にほとんど馴染みがない学生にも容易に理

解できるよう1こ r歯科医療を行う側に立つ者」になることを前提に歯科診療所とは・患者の特性・業務の流れなどを理解してほしい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生士のための「歯科臨床概論」



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

碧目名
(英 )

歯科保存学
(修復準・歯内療法学・歯周治察学〉

( Conserva■ ve Dentistry )

停

択

必

退
必修 年次 1・ 2

担当教員 前田英史 /和田尚久

実務経験 O

巣

艤

授

形
語義 演習

総時間
(単位 )

ＣＣ

　

４

開講区分

曜日・時限

(1年 )後期・(2年 )前翔

¬―ス ホ曜、3・ 4時限目

【擬来の学習内容】 (※粟務経験のある象員、知見を有する教員が、どのような授果を実施するのか、具体的に記敢する)

働再保存学では【保存停復】【歯内1真法】【歯周病学】の3分野に分かれている。
存′勝復】ては歯科族感の基礎的知識、保存修復・歯肉僚法の概要について知識を習得する。

〔歯内熊法】では歯周疾患、基礎と治僚法の知識を習得する。

【歯周病学】では歯固疾患の基礎知識として歯劇組織の解剖や機能、歯周疾患の分類や病因、全身疾息との関連などについて臨床写真やイラストを用いて学習する

※授業媒体としては主に入ライドを活用し治庶の流れがわかるような工夫を行う。
2年次7月 ごろに大学病院での出床実習に臨む。講機で学習した内容を臨床実習で実体験することで学習効果を上げる。

日床実習終了後、残りの熱磯を実施し、総まとめを行う。

10954～ 199512九 州大学営学部付属病院勘務

※実務経験 19976～ 19993九 州大学歯学部付属病院勘務 20014～ 20033日 本学術振興会的務 20034～ 20078九州大学病院勘務
20070～20103豪州アデレード大学的務 20104～ 九州大学病院勤務

【保

【到運目標】

【保存停隻】保存修復の積要・う餞の冶震方法(直接法修復・間接法修復)・保存俸復における歯科衛生士の役割について学ぶ

【歯肉察法】歯内蕪法の糧晏・歯餞保存僚法・歯強の除去僚法・根管治1真根管充塩・外科的歯内僚法・歯の外悔・歯内僚法における歯科衛生士の役割

【歯園病学】儀周痕息の基礎知識、歯周治僚の臨床と歯科衛生士業務、歯周治僚に必要な診査、診断、治僚法について具体的に学習し、臨床実習につなげる

※歯鶏保存学fよ歯料診蕪補助・歯科予防処置とリンクさせて学習する必要があり、臨床実習において知識の定着が図れる

授集計画・内容

【保存修捜学】

1回 目 I幅構治「 1章歯の保存僚法の種類」歯の保存庶法と歯科保存学、対象となる族息

2回 目 「Z章 口腹静査」基礎知識と前準備、間診、現症の診査

3回 目 Ⅱ幅保存修復学「1章保存修復学の意味と概妥」保存修復の適応盛と禁忌症、嬌倣の病態とF多成形艤、処置ステップの流れと概要

4回目 「2章 アマルガム修盛Jアマルガム修復とは、歯琴導用アマルガムの組戚と種類、アマルガム修復の特徴、アマルガム修復の適応症、水銀の取り搬い、アマルガム修復の手順

5回 目
13軍 コン下ジツトレジン修覆」コン不ジツトレジン修霞とは、コンポジットレジン開発の経過、コン不ジツトレジンの組威と種類、コン不ジツトレンンの特報、コン不ンットレンン勝観の適應歴、コン不ンットレ
ジン停復の手順

0回 目 「4章 セメント修復」セメント修復とは、セメント停復の種類と用途、グラスアイオフマーセメント修復、その他の体復用セメント、合着、裏層セメント、間接歯鶴覆エ

7回 目 「5章 ラミネートベニア修復Jラミネートベエア修復とは、ラミネートベエア修復法の種類、ラミネートベエア修復の適応症と茶忌症、ラミネートベニア停復の特徴、ポーセレンラミネートベエア修使法の手I騒

8回 目 「C章 件遺停復」鮮追修復とは、鋳造修復の特徴、鋳造停復の適応症と祭忌症、鉾遺修復の手隕

9国 目 「7章 その他の修復法Jポーセレンインレー修復、レジンインレー修復

まとめおよび定期試験

【歯内篠法学】

10回 目 腫領占内熊法学『1章 歯内僚法学の■妥」歯肉僚法学と1よ、歯の痛み、歯鶴・根尖性歯周組織疾息の症状と診断、歯髄・根尖性歯周組織疾患の処置方針

11回 目 「2章 歯料衛生士と歯内療法」息者の症状に対する理解、処置内容に対する理解、治僚後の感者管理

12回 目 「3章 歯随の保存方法」歯鶴鎮静僚法、歯脱覆黒

13回 目 「4章 歯臨の除去僚法」歯強切断法、抜儀・根管充壇法

14回 目 「S章 根管治僚・根管売塩」根管治僚の基本概念、根管治僚の衡式、根管充壇

15回 日 「C章 外科的歯内僚法J切開・排出法、弊孔法、根尖掻腱法、根尖除去法、饉根切断法

10回 目 「C章 外科的歯内藤法」歯根分離法、歯牙分割一部保存法、脱臼及び脱藩歯の処置、歯内骨内インプラント

17回 目 T,章 歯内盛法における偶発症」

18回 目 「8章 歯肉僚法に使われる茶剤・器材」薬剤、器材

まとめおよび定翔試験

1●回目 I領歯J脅治森の基礎知識「1章 歯科衛生士と歯周治熊」歯周組織と歯周病、歯周治僚学とtよ、歯周治1案における歯科衛生士の役割

20回目 「2章 歯目報機の構造と機能」歯周組織、歯周機能の構造、歯周組織の機能

21回 目 「3章 彗目疾患」歯隅疾患とその成り立ち、歯周疾息の原因、歯周疾患の袋学

盟回目 ■領歯胴治無の臨床と静僚補助「1章 歯周治熊の進め方」歯周疾患の治僚と予防の基本的考え方、歯周治察の進め方

23園目 r2章 歯周疾患の瀞査と診断」主訴を中心とした一般診査、歯周組織の静査、岐合の日今査、X線写真による診査、日腔内カラー写真

24回 自 r3章 イエシャルプレ くレーション」イエシヤルプレパレーションの概念と歴史、イエンャルプレパレーションの処置内容について

25回 目 r4章 日隆清掃指導」 口腔清掃指導の重要性と歯科衛生士の役御l、 モチベーションl勁機づけ)、 プラツシングのテクエック指導、補助的清掃法とその指導法、日睦清掃指導の効果判定と失敗の対策

20回目
15軍 スケーリング・ルートブレーエングJスケーリング・ルートプレーエングの意強と目的、スケーリング・ルートプレーエングを行う時期、スケーリング・ルートブレーエングに用いる器具と装置、
スケーラー使用時の基本原則 (基本的注意事 Fa)、 スケーラーの薔評方、スケーリング・サレートプレーエングの実際

27日目 「6章 外再的歯周治黛 (歯周外科 )」 外科的歯日治熊と歯科衛生士の役割、各種の外科的歯日治僚と使用器具

28回目 「7章 破合性外傷に対する治僚法」嘆合田整、情正治僚、固定法

29回目 「8章 メインテナンス」メインテナンスの重要性、メインテナンスの方法、リコールシステム、メインテナンスにおける歯科衛生士の役割

30回目 まとめおよび定期試験

率営学習 時

間外学雷
●体調を軽え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●捜業協度
0出席状況(66796以上)クリアで定期試験受験可
●定翔試験 (60,6以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【歯科保存学】は【保存停復】【歯内治盛】【歯周治蕪】の3本立てて勉強していく。最新の科学理強に基づいた対応、最新の機器、材料、薬用の特徴や使用方法を学ぷ。【保存停復】では疾患の予防と進行
抑制を念頭に置き、QOLを高め、体だけでなく心の健康に責はする審共性などにも十分考慮した予防・治庶・ル ;ナシスが求められる。【歯内僚法】では検査・診断・衛式に大きな変革がみられ、マイクロス
コープや歯科用CT′よどの導入により日今断に苦慮したような症例でも原因をみつけ治僚ができるようになつた。【歯周病学】に関する考え方は近年進化・発展し、歯周病と全身疾患の関わりもふまえつつ、息

者の指導・管理にあたる必要がある。歯科衛生士に求められる知識・枚衡は年々増えている。

【便用家科書・叡打・→考を】

腹科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保存停復学・歯肉僚法学」「歯周病学」



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

箇科補綴学

( Prosthodontics )

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 鮎川 保則

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース 月曜、1時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

歯科医師として大学病院等で臨床に携わる教員が、歯科簡生士として必要な知識で羅る現有歯の実質欠損・喪失歯による形態および機能回復について請義をす
る。                                                      金15回の講義中12回 日ごろに大学
病院での臨床実習に臨む。講義で学習した内容を臨床実習で実体験することで学習効果を上げる。臨床実習終了後、残りの講義を実施し、総まとめを行う。

※実務経験 1997.4～ 19982九州大学歯学部付属病院勤務

【到連日標】

歯質欠摂に対する歯冠修復と歯列の一部、あるいは全部の歯の欠損に対する旧交合回復の治療法を理解する。

<具体的な目標>
目標①顎口腔系機能の特徴と咬合を説明できる

目標②補奪晨物(義歯、ブリッジ、クラウン、インプラント)の種類・特徴とその治療の流れを説明できる

目標③歯科補綴治療の準備や補綴物装着後の管理・メインテナンスの重要性を説明できる

授業計画・内容

1回目 I編 基礎編 1章 歯科補輩殿治療とは 歯科補綴治療の意義と目的、補綴装置の種類と適応

2回目 減菌と消毒、補綴治療における診療補助、歯科技工士との関係、患者に対する指導

3回 目
2章 歯科補綴治療の基礎知識 歯列の形態と位置関係、顎口腔系の機能、咬合とその関連事項、歯の欠損・喪失に伴う変化・障害、顎関節とその異
常

4回目 H編 診療編 1章 クラウン クラウンの分類、臨床ステップの概要、患者指導

5回 目 2章 ブリッジ ブリッジの構成と材料、臨床ステップの概要、診査、診断、前処置

6回 目 2章 ブリッジ 支台歯形成、印象採得 咬合採得 技工依頼、技工操作① 試適 コア採得

7回 目 2章 ブリッジ 枝工操作② 完成ブリッジの試適、調整 セメント合着 装着後の注意、口腔衛生指導

8回目 3章 部分床義歯 部分床義歯の分類、部分床義歯の構成、臨床ステップの概要、患者指導

9回 目 4章 全部床義歯 全部床義歯の分類、全部床義歯の構成要素

10回目 4章 全部床義歯 臨床ステップの概要

11回目
S章 補機治療に用いられる器材とその管理 切削・研磨・研磨用器材、印象採得用及び模型調整用器材、咬合探得用器材と峻合器、人工歯 器材の
管理

12回目 6章 特別な名称をもつ義歯 治療目的による名称を持つ議歯、構成によつて特殊な呼ばれ方をする義歯、顎顔面補綴装置

13回目 7章 補れ段装置の補修、除去 クラウン・ブリッジの補修、除去、有床義歯の補修

14回 目 3章 下顎運動及び咬合の機能検査 咬合接触状態の検査、下顎位および下顎運動の検査法、筋機能検査法

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ`b掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(66,7'6以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科補綴学は歯科医学のなかでは終末処置を担当している学問である。すなわち、歯の実質欠損や歯が喪失した場合はその部分を人工的なもので

補うことで歯科治療が完了したことになる。歯が失われたことによる機能と審美の低下や喪失を回復し、肉体的・精神的医療を担当する役割は極めて

大きいのです。診療の手順や器具材料に関して熱知し、補綴物の清掃方法など患者に対して十分おこなうことができれば補綴後の予後を良好にし、補
綴物の寿命を長くすることができるのです。

【使用教科書`教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科補綴学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 士 科

科目名
(笑 )

口1空外科学

(OttI Surgery)

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 中村 誠司

O実務経験

摂業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

月曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

大学病院等で歯科医師として臨床に携わる教員が、歯科衛生士として必要な口腔外科領域の歯科疾患の概要と診療に於ける歯科衛生士の役割・技術について教授

をする。                                                        スライドや資料を使用し、実

際の症例をもとに講義を進めていく。臨床実習で実践ができるよう診察補助との連携を図る。
全15回の講義中12回 目ごろに大学病院での臨床実習に臨む。講議で学習した内容を臨床実習で実体験することで学習効果を上げる。
臨床実習終了後、残りの講義を実施し、総まとめを行う。

九州大学歯学部付属病院勤務
※実務経験 九州大学病院顎口腔外科(医員)勤務 九州大学病院顎口腔外科(助教)勤務

九州大学歯学部付属病院勤務

【到達目標】

Э口腔外科が対象とする疾患・口腔の解割学的特徴・口腔病変と全身疾患について理解する

②顎・口腔領域の先天異常と発育異常・口唇口蓋裂について理解する

③顎・口腔領域の損傷および機能障害、口腔粘膜の病変について理解する

④顎・口腔領域の嚢胞性疾患、腫瘍、唾液腺疾患、神経疾患について理解する

③口腔外科診療の実際(流れ・器材器具・止血・縫合)の知識を深める 口腔外科処置における歯科麻酔について学ぷ(局所麻酔・全身麻酔・精神鎮静法など)

授業計画∫内容

1回目
I編口腔外科の概要「1章 口腔外科と歯科衛生士」「2章 口腔疾患と内科系疾患との関係」口腔外科とは、口腔外科における歯科衛生士の役割、ロ
陸疾患の全身への影響、口腔領域に症状を現す全身疾患、内科系疾患を持つ患者の歯科治療、内科系疾患を持つ患者にたいする注意

2回 目
狂編口腔外科領域の主な疾患「1章 口腔領域の主な疾患」「2章 口腔領域の損傷」曽の異常、口腔軟組織の先天異常、唇裂・口蓋裂、顎の先天異
常と奇形、歯の外傷、顎骨骨折、軟組織の損傷

3回目
『3章 口隆粘膜疾患』水泡形成を主徴とする疾患、紅斑およびビランを主徴とする疾患、潰瘍を主徴とする疾患、白斑を主徴とする疾患、色素沈着を主
徴とする疾患

4回 目 「4章 口腔領城の炎症」歯周組織の炎症、顎骨の炎症、顎骨周囲組織の炎症

3回 目 「5章 顎関節疾患J「 6章 口腔領域の嚢胞」顎関節症、顎関節の外傷、その他、顎骨内にできる豪胞、軟組織にできる嚢胞

6回 目 「7章 口腔領域の腫瘍」歯原性腫瘍、非歯原性良性腫瘍、非歯原性悪性腫瘍、前癌性病変、腫瘍類似疾患

7回目 「8章 唾液腺疾患」炎症、腫瘍、その他

8回 目 r9章 口腔領域の神r経疾患」「10章 血液疾患と出血性素因」神経痛、神経麻痺、オーラルジスキネジア、赤血球の疾患、白血球の疾患、出血性素因

9回 目 r付章 口腔・顔面に症状を現す症候群』形態異常が見られる疾患、粘膜に症状が現れる疾患、唾液腺に症状が現れる疾患

10回日
亜編「1草 診翠と診断J「滅菌と消毒」診寮の実際 (診察と診断の過程における苗科衛生士の役割)、 口躍外科における滅画と消毒の意議、手術器材の

減菌と消毒・日常の管理、手指の消毒、手術野の消毒、院内感染防止

■ヽコロ r3章 創倍処置』『4章 抜歯術」軟組織の治療、創傷の治癒経過、適応症と禁忌症、器具の準備、抜歯の実際と介助

12回 目
「5章 口腔外科小手術J「 6章 口腔出血に対する処置法」歯槽整形および骨知除去手術、口腔インフラント、切開・排限の手術、豪胞柄出手術、題およ
び歯楢骨外傷の処置、口腔出血の診断のポイント、止血法と止血剤 (材 )止血法の実際と介助

13回 目
Ⅳ編歯科口腱外科の麻酔「1章 歯科麻酔と歯科衛生士バイタルサイン実習」術者として知つておく事 (スケーリング時)、 介助者として知つておく事、全
身評価、ストレスに対する生体の反応、バイタルサインの意味と見方

14回 目
『2章 麻酔法・精神鎮静法」「3章 救急蘇生法」局所麻酔、精神鎮静法、全身麻酔、全身的偶発症の原因と種類およびその対応、蘇生法、酸素療法、
血管確保

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期目武験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

現在、我が国は65歳以上の人が21%を超えて超高齢社会となつた。そのため疾病構造も大きく変わり歯科衛生士の対象患者も変化した。8020進蔵者
は259る以上となり、高齢者の回腔内には多数の歯が存在するものの、それらの多くは決して健全ではなく、顎・口腔粘膜に病変がある患者も多いため歯

科衛生士よる専門的な口腔全体の管理がますます必要になつてきた。歯科衛生士にとつて周術期の患者管理やカンジダ症や難治性口腔粘膜疾患、特に
口腔癌を早期発見するための口腔観察も重要な業務となつてきている。また、手術室の環境維持、器材器具の管理を含め口腔外科や歯科麻酔に関係す
る歯科衛生士の役割は大きい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「口腔外科学・歯科麻酔学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

小児歯科学

( Pedodontics )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 中本 由希

実務経験 〇

授業
形態

講議
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 火曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

身体的・精神的・社会的発達途上にある小児の特徴を理解し、チーム診療の役割について知識と技術を習得する。

※授業媒体としては主にスライト
・・フ
°
リントを活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。

※実務経験
2005.4～ 20103九州大学病院小児歯科 20104～ 2013.4医 療法人元気が湧くKずs歯科とび
201310～ 20153はしもと小児歯科・矯正歯科 20154～ たむら歯科医院

【到達目標】

小児の身体的・心理的特徴と小児の歯科治療を理解する。

<具体的な目標>
目標①小児の心身の発達と口腔内の特徴を説明できる。

目標②年齢、精神状態、状況別に応じた患児への対応法を説明できる。

日標③小児歯科におけるう蝕予防および進行抑制処置と口腔管理について説明できる。

日標④障害児の歯科的特徴と対応法、診療介助の方法について説明できる。

授業計画・内容

1回目 I編 総論「1章 1ヽ児歯科学概論」 Jヽ児歯科学とは、小児歯科診療と歯科衛生士の役割

2園目 「2章 心身の発育」発育の概念と分類、発育の評価、生理的年齢、器官の発育、精神的発達、小児の生理的特徴

3回目
「3章 顔面頭蓋の発育」「4章 歯の発育と異常」顎顔面頭蓋の発育、顎の発育、発育の評価法、歯の形成、歯の発育時期と形成障害、箇の萌出、箇
の議出異常

4回 目 『5章 歯列・咬合の発育と異常」歯列および咬合の発育、歯列・咬合の発育異常

5回目 「6章 乳歯・幼若永久歯の特徴とう蝕」乳歯の特徴、幼着永久慮の特徴、乳歯のう蝕、幼若永久歯のう蝕

6回 目 r7章 ′Jヽ児の歯科疾患」ント児にみられる口腔軟組織の異常と疾患、小児にみられる歯周疾患

7回目 H編 各論「1章 Jヽ児期の特徴と歯科的問題」低年齢児の特徴、留意点と特徴的歯科疾患

8回 目 「2章 おヽ児歯科診療体系の流れJlヽ児の歯科診療とその特徴、小児歯科における歯鴨蝕予防処置、母親教室

9回 目
「3章 患児の対応法」患児・保護者と歯科医・歯科衛生士との関係、診療室における小児の態度と行動、年齢別にみた小児の行動と対応法、治療時

の対応法

10回日 『4章 ′】ヽ児歯科における診療補助の原則」′Jヽ児歯科診療における補助、小児患者における麻酔法、ラバーダム防湿法

‖回日
「5章 診療補助1診査、修復、歯内療法」診査、診査時に行う検査と資料採取、小児の歯冠修復、乳箇の歯冠俸復、小児の歯内l康法、乳歯歯内'原
法の手順と署星 幼ヽ着永久歯の歯内療法応用時の注葦点

12ロロ 『6章 診藤補助2外科的処置、田交合誘導」乳歯の抜歯、切開、小児の自の外傷、小児に対する薬剤処方と薬物療法、咬合誘導治療

13回 目 「7章 定期健診 (リコール)」 定期健診の目的、定期健診の方法、定期健診のシステム、定期健診時の診査項目

14回 目
「8章 障害児の歯科治療」障害とは、障害の区分、臨床現場で遭遇する主な障害とその全身的t歯科的特徴、障害児の対応、診療介助の基本、障

害児の歯科予防対策

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60,も以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

小児歯科では、治療の対象が成長し続ける小児であり、またその保護者である母親の協力を不可欠としています。さらに、う急が食生活の乱れと口腔

清掃の不良に起困していることから、他の診療科とは異なつた診療体系をとります。患者である小児とその保護者の特性を理解した歯科衛生士の適切

な指導と支援があつて、初めて小児歯科としての役割を果たすことができます。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「小児歯科学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

矯正歯科学

(Otthodondcs)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 辻 康夫
実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース 金曜、34時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科矯正治療に対する知識と補助技術・歯科衛生士としての役割を習得する。
※授業媒体としては主にスライド・プリントを活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。模型を使つた矯正治療のデモを行う。
全15回の講義中12回目ごろに大学病院での臨床実習に臨む。詰議で学習した内容を臨床実習で実体験することで学習効果を上げる。
臨床実習終了後、残りの詰義を実施し、総まとめを行う。

1編 矯正歯科治療の概要、成長・発育、正常咬合と不正岐合、矯正歯科診断、矯正歯科治療と『力』

狂編 不正咬合の分類、定義と特徴、治療の流れ、不正咬合の問題解決例

Ⅲ編 矯正歯科治療における歯科筒生との役割、マルチブラケット法の模型上デモンストレーション

※実務経験 2002.4～ 20083九州大学病院勤務 20104～爛医療保健推進センター開設

【到達目裸】

歯科簡生業務を行うために必要な不正咬合の症状および治療法を理解する。

(具体的な目標>
目標①顔面および歯・歯列の成長発育とその評価を説明できる。

目標②不正咬合の原因と種類を列挙できる。

日標③歯科矯正装置と器具、それらがもたらす日腔内の変化について説明できる。

目楳④嬌正治療前、治療中および保定期間における口腔健康管理法を説明できる。

授栗計画・内容

1回目
「1草 衝科矯工学概諭」箇科矯正学、不正咬合(咬合異常)による生理(機能)的・心理的「革吾、顔科I矯正治際の目的とその必要性、歯科夕薇正治標の匿
史《歯科嬌正臨床における歯科衛生士の役割

2回 日 「2草 成長・発育J成長発育とは、頭部・顎・顔面の成長発育、顎の成長発育、歯・歯列の成長発育

3回 目 r3章 咬合J咬合とは、正常咬合、不正咬合(咬合異常)

4回 目 「3車 岐合J不正咬合の分類、不正咬合の分類原因、不正咬合の予防、不正咬合に対する日本人の意識

5回 目 「4革 口腔習癖J口腔習癖の種類と発生頻度聴下の発達、筋機能療法

6回 日 r6草矯正診断1」 診断のための資料づくり、症例分析法、治療方針の立て方

7回 目 「6草嬌正診断2」 頭部X線規格写真、模型分析

8回目
「5草 矯正装置の生物力学―歯の矯正力と歯の移動」矯正力、歯の移動と組織反応、歯の移動様式、「7章 矯正治療に使用する器材とその取扱い方」
おもな嬌正用器具とその取り扱い

9回 目 「8章 矯正装置」矯正装置の種類

10回 日 T8革 矯正装置」マルチブラケット装置、機能的矯正装置、側方拡大装置、顎外固定装置 「9章 保定」自然保定、器械保定、定期観察

11回目 懐型実習

12回目 「10章 歯科矯正治療の実際」咸人矯正

13回目 「10章 歯科嬌正治療の実際」日唇日蓋裂

14回目
「11章J愚者教育と思者管理、矯正治療中の装置の破損・応急処置、ボンディングの前準備とアーチワイヤーの装着、歯問騨開・バンド洒合・溶標、消
毒・殺菌・滋蔭、事務管理

HS回 目 まとめ及び定期試験

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように1い掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定紺試験受験可
●定期試験 (60%以上)クリアで科日単位取得

受講生への
メッセージ

矯正治療において、歯科衛生士は歯科医師の診療を補助するだけにとどまらず治療を成功に導くために患者の全体像を把握してアセスメントし、口腔衛
生、食生活、矯正装置、口腔周囲筋に関する日腔保健の指導計画を立案実践します。嬌正歯科治療は予防的医療としての本質を有していて、う蝕や歯
周病の予防ができることで生涯にわたる口腔顎顔面の健康維持増進に寄与しているのです。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科矯正学」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 衛生士科

科目名
(英 )

高齢者箇科学・障害者歯科学

( Genatttc Dentistry,Handicapped Dentistry )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 荻野 洋一郎

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース 木曜、1・ 2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科医師として臨床に携わつている教員が、歯科衛生士として必要な知識である在宅訪間指導をふまえ高齢者歯科治療の特徴について講義をする。

障害の程度に適応した患者の取り扱い方、歯科治療の実際について教授する。

※実務経験 2004.4～ 2012.3九州大学病院 20124～ 20176九 州大準大学院 20177～ 20183九 州大学病院 2018.4～ 九州大学大学院勤務

【到達目標】

【高齢者歯科】高齢者の身体的・心理的特徴と歯科治療を理解する。

【障害者歯科】障害児者の身体的・心理的特徴と歯科治療を理解する。

日標①高齢者の全身疾患と日腔疾患の特徴を説明できる。

日標②高齢者・障害児者の口腔健康管理と医療安全を説明できる。

日標③高齢者・障害児者の摂食疎下障害と原因と症状、リハビリテーションを説明できる。

授業計画・内容

1回目
rl章 高齢者歯科の現状」「2章 高齢者の健康と疾病」高齢者とは、高齢者の特性、高齢者をとりまく社会的問題と環境、高齢者を支える保健=医

療・福祉の基盤、高齢者の健康と生活       .
2回目
「3章 高齢者の口腔J「4章 高齢者と薬剤」高齢者の口腔領域の特性、高鈴者に多い口腔領域の

1戻患、栗剤に関する縛 段、他科で処方された粟剤

との併用に対する注意、Л風薬状況への配慮、服薬に関わる指導

3日目
「5章 高齢者の歯科診療における歯科衛生士の役割」「6章 高齢者の歯科診療の実際と歯科診療補助」高齢者の歯科診療、診療堅における高齢
者との機し方 介ヽ語技術 全ヽ身状況の絶握 全ヽ身疾患への配歳、口腔のおもな疾患への配慮、感染予防、摂食機能療法

4回目
「7章 高齢者の口腔保健管理」「8章 高齢者の歯科保健指導の実際と注意点」老人保健法と歯科衛生士、「介護予防事業」と歯科衛生士、歯科衛生

士による口腔保健管理、日常的な口腔の器質的、機能的ケアと義歯、情報の収集、歯科保健指導の実際、摂食・疎下状態と食物物性の関連

5回目 『9章 要介護高齢者の現状」要介護高齢者の現状と特性、要介護高齢者のQOL、 要介護高鈴者を取り巻く社会環境、要介護高齢者にかかわる職種

6回目 「10章 要介護高齢者と歯科衛生士」歯科衛生士に求められるもの、歯科衛生士と訪問活動、介護保険制度と歯科保健医療とのかかわり

7回目
「11章 訪問歯科保健指導の実際」訪問歯科保健指導の基本的知識、在宅における要介護高齢者を理解する、在宅での訪問題科保健指導の流れ、
怖設における要介諮高齢者の訪間歯科保健指導

8回目
「1章 障害者の概念」「2章 障害者の歯科診療」障害者の概念、障害者歯科の特資、ライフサイクルと障害者歯科、障害者歯科における行動調整、

障害者の生活と適科的支援こ障害者歯科と専門職の役割

9回目 「3章 障害の種類と歯科的特徴」障害の種類

10回 目 「4章 障害者と薬剤」障害者に多い服用薬、障害者の服用薬と歯科保健の問題、障害者に薬剤を使用するときの注意

11回 目 「5章 障害者歯科における歯科衛生士の役割」障害者にたいする基本的対応、業務記録とその管理、活用、摂食・疎下障害の対応

12回目 『6章 障害者の歯科診療と歯科診療補助 歯科治療時の工夫と留意点、障害別の対応、全身状態への配慮、感染予防、業務記録の必要性と書き方

13回目 r7章 障害者の口腔保健管理」歯科衛生士による障害者の口腔保健管理、日常における障害者の口腔保健

1車コロ
r9章 障害者の歯科保健指導の留意点と指導の実際」「9章 障害者歯科医療・保健施設における歯科衛生士の役割」障害者にたいする歯科保健子旨
導の留意点と指導の実際、歯科保健指導の連携、かかりつけ歯科医と施設との連携に歯科衛生士はどうかかわるか、地域の保健・福祉施設との連

15回目 まとめ及び定期試験

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように,b掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

0授業態度
0出席状況(66796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士は子どもから高齢者まで、健康な人も病気の人も障害のない人もある人も、すべての人を対象とし、歯・口腔の健康の維持と回復をとおし

て、健康増進と機能回復、生活の支援と社会参加の推進に閥わつていくという重要な役割を担つています。特に「高齢者」や「障害者」は心身機能にも

個人差があり、特別な配慮や対応が必要となります。将来は専門職として活躍されるとともに、医療人としての生きがいをみつけ、社会に貢献されるこ

とを願つています。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「高齢者歯科」「障害者歯科」
プリンド配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

救急蘇生、偶発事故予防・対策

( First aid for Reviva1/Prevention of Accident )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 坂本/金子/結方

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース 月曜、3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急蘇生の手順を学び、歯科医院などの医療現場で起こりうる侶発事故についての予防と対策について学ぶ。※救急蘇生のマネキンを使つた実習を取り入れる

預実務経験
九州大学病院顎口腔外科勤務
九州大学病院勤務 20164～ 20183ハーバード大学勤務 20184～ 九州大学病院勤務

【到達目標】

①歯科開業医における患者の全身管理を学ぶ
②歯科患者の内科的疾患の悪化、偶発症の誘因・原因を知る
③歯科医療従事者として起こりうるいかなる緊急事態にも対処できる知識を学ぶ
⑥医療事故・法的責任について学ぶ

授業計画・内容

1回目 救急処置の重要性

2回目 救急蘇生法 1

3回 目 救急蘇生法2

4回目 BLSl(確認と救急の出動要請)

5回目 BLS2(成人の心肺蘇生法1)

6回 目 BLS3(成人の心肺蘇生法2)

7回 目 BLS4(成人の心肺蘇生法3)

8回 目 BLS5(AEDの 1吏用方法 )

9回 目 BLS6(小児日乳児の心肺蘇生法)

10回 目 BLS7(窒息の解除)

11回 目 歯科医院における救急処置1(局所麻酔薬中毒 )

12回 目 歯科医院における救急処置2(アドレナリン過剰反応 )

13回 目 歯科医院における救急処置3(心筋梗塞・狭心症B脳卒中と意識障害 )

14回 目 歯科医院における救急処置4(異物の食道への誤疎と気道への誤飲 Bその他の外傷 )

15回 目 医療事故と法的責任 (法律上の責任日医療事故の対処日偶発症が起こつてしまつたら)

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667'る以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (60,る以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科治療は生体に対して肉体 的にも大きなストレスとなり、歯科患者の内科的疾患の急激な悪化、あるいは偶発症の誘因、原因となりうる
ことは十分に考えられる。全身的緊急症とその処置法、とくに医事紛争の増加傾向にある現在、医療事故と法的責任について学び、起こりうるいかなる

緊急事態にも対応できるよう、日頃からの研館が大切である。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:医歯薬出版 AHAガイドライン2020に沿つたBLSの理解のために



2023年度 授業概要
学 科 : _歯科衛生士科

再目名
(英 )

歯科予防処置諭 I

( Dis,oduon of Dontt Provenuon l )

必修
選択

必停 年次 1

担当教員 渡追 裕子/前田 豊美

突務経験 O

集
艤
投

形
請装

総時間

(単位 )

蛍

　
Ｃ

開講区分

曜日・時限

前期・後期

コース

【授集の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

う儀・歯周疾Bの成り立ちを学び知識を身に付ける。また。う倣・歯周疾患の予防法についての知識と枚衛を習得する。
また、臨床実習に向け、臨床に即した施術の流れを習得する。繰り返しの実習により知識・技術を定着する。
※欝嶺 (知講の長理)⇒棋型を使つた基確実習→人体での相互実習
※相互実習では治僚同等の感染予防対策を身に付けさせる

※実務経験

20013～20035吉永デンタルクリニック勘務 20060～ 2∞83コル歯科 J「務

20104～20113鹿児島大学医学部・歯学部付属病院勘務 20114～ 20165よ しこ歯科医院動務

【到通目標】

③歯科予騎処置論の定義を説明できる
②予防概念を理繹する
Э歯帯衛生介入のための歯科予防処置(手用スケーラー操作・カクルスケーチ操作・歯面研磨歯面清掃・フッ化物・小高裂滋壇豊法など)目的・特徴・取り扱い・効果を説明てきる。
③力,ルス

'―

ラ…歯面研磨・PMTC/PTCの 操作方法を理解・実地することができる。
9書常の道箇消毒・メンテナンスを理解し実地することができる(シャー7七ンダ含む)

授集計画・内容

【前翔】

1回 目 占科衛生士三大業務と法律について理解する

2回 目 日腔解剖と方向用語について糧説て‐きる

3回 目 歯科予防処置に使用する器具の名称と用途について知識を深める

4回 目 臨周ポケット測定/グミを使つた測定圧の体験実習

S回 目 フアントムの取り扱い/頌棋型の取り付け、エキスデローラーおよびフ
・ローデの取り扱じЧこついて理解する

C回 目 シックルタイプスケーラーについて理解する

7回 目 断者のポジショエング、感者の位置について、ミラーワークについて実地する

3回 目 ポケットの付与された暇棋型をつかつたプロービング実習

9回 目 マニキュア塗布をした頌棋聖を使つたスケーリング実習

10回 目 入工歯石Bを笙布した額棋型を使つたスケーリング実習

11回 目 入工歯石Aを塾布した暇棋型を使つたスケーリング実習

12目 目 働面研磨・PMTCについて マイクロモーターの取り撮いについて理解・実践する

13回 目 歯面研磨基礎実習①

14回 目 歯面研磨基礎実習②

15回 目 定期試験対策

【後期】

1・ 2回 目 手用スケーラーについて(シックルの復習および生体に対する配慮 )

3・ 4回 目 相互実習手順(率常～後片付けまで)ロールプレイング

5・ 6回 目 口腔内静査・38～ 43プロービング相互実習 (ユニットの取り扱い・生体への配慮・溝潔不凛 )

7・ 8回 目 33～ 43/13～ 23シックルタイプスケーラー操作相互実習

9・ 10回 目 歯面研磨について CAHPの 取り扱い

11・ 12回 目 33～ 43/13～ 23歯面研磨相互実習

13・ 14回 目 34～ 37/44～ 47シックルタイプスケーラー操作相互実習

13・ 16回 目 14～ 17/24～ 27シックルタイプスケーラー操作相互実習

17・ 13回 目 上下項臼歯部ンックルタイプスケーラー操作相互実習

19・ 20回 目 歯面研磨相互実習 (全項 )

2Ⅲ 22回目 PMTCについて ンックルタイプスケーラーシヤープニングの理曲を理解する

23・ 24回 目 フッ化物の応用 (計算含む)および小萬裂溝壇塞法について理解する

25・ 26回目 ラバーダム防
`ヨ
講義および棋望上ての小高裂溝塩材の取り撮いlこついて理解する

27・ 28回目 ラバーダム防温および小寓要注壌法(相互)

29・ 30回 目 フッ化ジアンミン銀の応用 フッ化物紙面塗布実習 (トレー法・歯7うン法・イオン導入法)について理解する

31回 目 定期議厳対策

準管学習 時間外

学習

●予習・雀習の実践
●体調を豊え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業艤度
●出席状況(66796以上)クリアで定期議験受験可
●定期試験 (6096以上)クリアで科目単位取得

受講生へのメッセー

ジ

歯お
。本科目では、

【使用教科書・執材・多考書】

枚科書 1医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「占科予防覚l置治・歯科保健指導譜」/歯科衛生士のための鮨倣予防処置法【第2版】
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 士 科

科目名
(英 )

歯科予防処置論狂

(Disposition of DentaI Prevention I)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 渡遇 裕子/前田 豊美

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期

コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

う蝕・歯周疾患の成り立ちを学び知識を身に付ける。また、う蝕・歯周疾患の予防法についての知識と技術を習得する。

また、臨床実習に向け、臨床に即した施術の流れを習得する。繰り返しの実習により知識・技術を定着する。
※講義 (知識の整理)→模型を使つた基礎実習⇒人体での相互実習
※相互実習では治療同等の感染予防対策を身に付けさせる

20013～ 2003.5吉永デンタルクリニック勤務 20066～ 20083コル歯科勤務
※実務経験

20104～ 20113鹿児島大学医学部・歯学部付属病院勤務 2011.4～ 20165よしこ歯科医院勤務

【到達目標】

①各種スケーラー(ゲレーシーキュレット・超音波スケーナ・エアースケーラー)の種類と特徴を理解し口腔内の状況に合わせて選択できる
②各種スケーラーの使用方法を理解し実施できる
③キュレットスケーラーのシヤープニング理論を理解し実施できる
④歯科保健指導との関連性を理解し、歯科衛生過程に取り込むことができる

授業計画・内容

1・ 2回目 キュレットスケーラーの構造と使用方法・操作を理解する(SRP)・ キュレットスケーラー操作表の作成

3・ 4回目 キュレットスケーラー操作基礎実習

5・ 6回目 超音波スケーラー・エアースケーラーの取り扱しЧこついて理解する

7・ 8回目 超音波スケーラー・エアースケーラー相互実習

9・ 10回 目 歯面清掃器【エアーフロー】・サブソニックブラシシステム【ユリー】の取り扱い

再Ⅲ12回 目 歯面清掃器【エアーフロー】・サブソニックブラシシステム【ユリー】の相互実習

13・ 14回 目 間診～診査(歯式)～ EPP～歯面研磨・PMTC①

15・刊0回目 間診～診査(歯式)～ EPP～歯面研磨・PMTC②

17・ 18回目 超音波S`エアーS・ハンドS相互実習(総復習)①

19・ 20回目 超音波StエアーS・ハンドS相互実習(総復習)②

21,22回日 九大実習期間中登校日(自分のウィークポイントに重点をおいて)、 (4人 1組 )術者→補助者→患者→実習帳チェック

23・ 21回 目 九大実習期間中登検日(自分のウィークポイントに重点をおいて)、 (4人 1組 )術者→補助者→患者→実習帳チェック

25・ 26回 目 九大実習期間中登検日(自 分のウィークポインHこ重点をおいて)、 (4人 1組 )術者→補助者→患者→実習帳チェック

27・ 28回 目 キュレットスケーラー操作基礎実習

29・ 30回 目 キュレットスケーラー操作相互実習

補 試験対策・歯科予防処置100間テスト

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【歯科予防処置】とは、歯および口腔の疾患を予防して健康な状態を維持 =増進するために行われる専門的な処置をいいます。

【歯科予防処置】は歯科衛生士法により、歯科衛生士が業務独占で行うことができる専門的な業務であり、歯科医師と歯科衛生士のみが行うことがで

きる業務です。本科日では、人びとのニーズに科学的な根拠をもつて応えられるように、歯科予防処置に関する専門的な知識と技術を修得します。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」
プリント配布



科目名

(英 )

歯科保健指導治 I

(GЫ dance of Dental Ho』 th I )

修

択

必

選
必 修 年 次

担当教員 荒巻 裕子/垂水 梨沙

実務経験 O

業

患

僚

形
講磯`演習

総 ]寺間

(単 位)

爾語区分

曜日・時閣

前期・後期

ヨース

【授業の字習内容】 (※実務経験のある叡員、知見を有する教員が、どのような授累を興施するのか、具体的に記瑕する)

□腹保健のを芸の理解と他者への理解を深め 1国 人を対象としてその人の生活・行動をその人に適した螢科保健行動に変答させるための専門的な立場からの助音と接助ができるよう専門的知識 技術を習得する。

※実務経験

田辺歯科勤務 ,9920～ 19926西 俣色科勤務 産業歯科衛生協会勤務 九州大学歯学部付属病院勤務 おささ歯科勤務

河原歯科勤務 もろおか歯科勤務 静間がんセンター歯科 口腔外科勤務

【到違目祠

健康と疾病の信念を理解し 人びとの歯 □腔の健康を維持 増進するために ブロフェッショナルケア セルフケア コミュニティケアの基本となる知識 技術および患廃を習得

する.

日様(Jl対象者(イ団人 集団)の 情報を評価し 歯科衛生診断結果をもとに臨科衛生介入のためのプログラムを計画立案する一連の方法走説明する。

日標②□催衛生管理を行うために必要な知識 技術および態度を習得する。

〔ヨ標③各慮者に合わせた口瞳健康管理と指導を行うために 専門的知識 技術および悠度を習得する.

2023年度 授業概要
単 科 : 歯科衛生士科

猥業討雷・7ユ 書

1回 日 14歯 科保健指導総諭「1幸 総説 歯科保健指導と(d 臨科保健指導と保健数青」 歯科保健指導講の協要 健康の儀念 予防の篠念

2回 g 「台町 BI実習J2年 生によるTBk患 者として歯科衛生士の仕事を知る

3ロロ 江編 「1幸 口腔の基〔建知識 専PB的 茎礎知識の充実 □腋保催正常像の理

"▼

初期病変の理角子 工常な□催 歯周組織、歯霜と歯根の形態 口推の機能 摂食礁下

4回 目 「う曽と歯周病の基礎知詢  □腔内の付着物 沈着物 プラーク・歯石 うは・臨周病 舌および口建▼む族の疾患 顎関節症

5ロロ F3革 □腔清 11・ )拘 歯ブラシの形状 各穣ブラッシング法

f3年 生媒体発表見学・評 tB」 0年生の幼稚園口腔衛生袴■実習の

'単

体発表を聴講 歯科衛生士の仕事を知る

7団 目 「□腔清掃用具の種,働 補助的′
=備
用具(フ Eユ ス`自間ブラシ`タフトブラシ'電動色ブラシ等)

8回 目 「歯磨剤 ′先口剤J 歯磨剤の役割・報成 洗口剤 臨磨剤検討

9回 g 「補助的清掃用具の操作方′角 構助的清 l耐用具の使い方実践 (フロス・芭間ブラン タフトブラシ 音ブラシ'電動歯ブラシ等)

10"回 目 「歯垢楽色剤J 由垢楽色剤の成分 業色の効果・穂嶽 □睦内での実践 ライト付きミラーの使い方 PCR計算

12回 目 「食生活指導(栄 養指導lの 基輸  日本の i威 生活の変化 近年の食生活の特徴と問逝点

10回目 「食品と鱗倣誘発性J 砂糖篠取・食品のう館誘発性 代用甘味料 間食の回数とう館発生 咀晴機能 整液の効能

“

回目 「口睦清掃 指数について」 OH「 OHI― S'Pl・
'HP・
PMA

15回目 試験対策 小テスト

16・ 17回日 「口腔内楽色J 楽色相互実督 ▼古1芙の排除'PCRの 計算 □腔内の観票記録 苗の汚れの状態の観票 口催清掃実習

10回日 「□腔内の情様収集J □腔内の観察 饉式と1よ 、略号 不正咬合(咲合異常)歯 軽ヽ液・格1条・付着物

19ロロ Ⅲ編「2車 幽料衛生アセスメントのための情報収集と情報処理」 情報収集 対象者の把握 オール クエステョン クローズクエスチョン 交流分析

20回 目 「臨科保健指単を行う心博えJ 医療面接とは (メディカルわ タピュー)、 カウンセリング能力 動機づけ

21回 目
M弱 国科聴霊′お ,'lの 展開 [ライフステーンにのける函科酌生介人 妊雇婿翔J 姓産婿剰の一般嘲持重 ユ士産肝剰の口鷹困の播穏文 撃ましい薗村 l工罐打 F力 牡産帰剤のうF委 喪手段 15t
基準 食生活指謀

22回 目 「新生児・乳leメ週J「幼,電期」 新生児期・乳幼児期の一般的特徴 □腔内の特徴 望ましい歯科保健行動 栄姜・離乳食・食生活指導 幼le期の特徴と栄養 間食

?3回 目 「学齢期」 学齢期の特徴 歯科保儀指導 食生活と栄養

24回 目 「青年期J「成人期」 青年期の一般的特毀 食生活と栄養 肥済を生活習慣病 禁煙サポート

25日 目 f老年期J 老年期と一般的特徴 口腔内の特徴 歯科保に,婆 導 食生活と栄養

26回 日 「要介護高齢者J「障害者j 要介産高齢きの一般的特徴 □腔の特徴 口腔機能維持 F。]上 (介 護予防)、 障害者の口能の特徴 饉科保健指導・対応方法 歯科衛生士のサポート

27'28回 目 「ブラッシングセミナー」 LiONデント商£産使用したブラッシング実習(マキシマ'GEN悧 )トクホ ポスオFの効能

29回 目 「ブラッシング実習J 電動歯ブラシての口腔清掃 口繊内での使用感確認

30回 日 「位相差頭微蜘  位相差顕微競の取り扱い 機生物の形状観葉

01回 目 「ライフステージ復習J 各ライフステージのポでフトt重習'まとめ (DVD聴 講l

3?回 目 各ライフステージの復習テスト

OЭ・84回 目 Ⅱl編「1幸 臨科衛生過程の進め方J 歯科衛生遣程の基本的な考え方、0つ の構成要乗 SOAPと は 症例検討

35'舗 回日 「盗科保健指導の媒体作向  新1年生の向けての媒体作成、媒体とは 媒体の種類 媒体の効果

3'回 目 Ⅲ缶「2車 薔儀活動性:式験(カリエスリスク・テスト)」 笛機活動性試験とは 意譲・条件`目 的 各種缶倣活動性試験方法の実際

38'99回 目
Iう 腋活動牲試験・実習」 キットを便用しての騎P'活 動牲試験実習 (RDテ スト・カリオスタット・レーエーティ21フ ァスト・シーエーティ21パ フ・グルヨースクリアランステストデントカルトSMデ ン

40ロロ 「歯磨剤セミナー」 歯磨剤工業会によるセミナー 僅磨剤の歴史・組成を調べ検討

41・ 42回 目 「□腔内写真晨物  口腹内寧表から試み取れること 無影方法・準備器材 撮影相互実習(ユニット使用)

43ロ ロ 「口腔内写真分析J 診療補助てほ影した□腔内写真を利用し入学当 ]寺と半年後の□腔内の比較検討する

44・ 45回 目 「TBI実習」 栂重実督 新1年生へのイBHこ 向けて 楽色方法 患者への説明 PCR記 入

4047回 目 「試験対策J 後期拭験範囲の復習(医 療面接`臨科衛生過程 □護内写真'う儀活動性試験)

準備学習 時間外学習

●予習・復習の実践
●体例を整え 欠席をしないように心佐lする
0題強の習慣化

評価方法

●授業忠度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上lクリアで科日単位取得

受講生へのメッセージ

や 技術を習得する科日です。少子 高齢社会の到来により 個人l国 人の健康への意識じ変イ匠 てきました。時代のニーズに合わせて専門家として正しい知識や技術を伝え いつまでも健康て
自分て食事ができるためには 盗や口の健康は不可欠な課題です。また 歯だけではなく全身の健康を考えるために 1との医療職との連携も必要です。そのためにはイ1学的思考や分析 指
導計目の立案できる能力が求められます。さらに 患者さんへ寄り添い 継続したサポートをすることが必要です。そのためには 患者を理解するための医療画接技術 コミュ ケーション能力
など必要とされる能力は多峡にわたります。実践的な授業を通して学んていきましょう。

〔便用教科書 教材 手考書】

教科書:医色楽出版 自科衛生学シリーズ「歯科予防処置論 歯科保健指導詢
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(笑 )

歯科保健指導論 Ⅱ

( Guidance of Dental Hcalth■ )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 荒巻 裕子/垂水 梨沙

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

B誕日・時限

前期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

口腔保健の意義の理解と他者への理解を深め、個人を対象としてその人の生活・行動をその人に適した歯科保健行動に変容させるための専門的な立場からの助

旨と援助ができるよう専門的知識・技術を習得する。

※実務経 団辺歯科勤務 1992.3～ 19926西俣歯科勤務 産業歯科衛生協会勤務 九州大学歯学部付属病院勤務 おざさ歯科勤務

験
河原歯科勤務 もろおか歯科勤務 静岡がんセンター歯科・口腔外科勤務

【到達目標】
怪康と狭猫の機悪を理解し、人ひとの画・ H ttfメ

'健
1様を種持・増選丁るたのに、フロフエツンヨナルケア・セルフケア・コミユニアイケγ9'基不となる則前、硬何およひ

誰倉弁習得

する。

目標①対象者(個人、集回)の情報を評価し、歯科衛生診断結果をもとに歯科衛生介入のためのプログラムを計画立案する一連の方法を説明する。

目標②口隆衛生管理を行うために必要な知識、技術および態度を習得する。

目標③各患者に合わせた口腔健康管理と指導を行うために、専門的知識、技術および態度を習得する。

授業計画・内容

1 患者指導用チャート作成・最終チェック 指導者としての知識と態度

2 含同TBIの説明 流れと配属

3 TBI実習リハーサル(相互実習)①

4

“

,実習リハーサル(相互実習)②

5 2年生による1年生へのTBI実習2部制 (延長あり)

6 2年生による1年生へのTBI実習2部制 (延長あり)

7 TBI実習振り返り(SOAP方式に転記)

8 3年生媒体発表畠平価

9 九用大学病院臨床実習に向けてI(歯式・路号・歯肉の異常など)

10 九州大学病院臨床実習に向けてI(術式・トレセツ(CR/RCフRCF))

11 九州大学病院臨床実習に向けてⅢ(歯周外科・口腔外科)

12 九州大学病院臨床実習に向けてⅣ(議歯/グラクソスミスクライン)

13 九州大学病院臨床実習に向けてV(補綴・矯正)小ノートチェック

4ヽ 試験対策

15 試験対策

準常学習
時間外学
習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生へ

のメッセー
ジ

歯科衛生士の3大業務のひとつである歯科保健指導は、人が自らの健康を考え正しい生活習慣や態度へ行動できる行動(ヘルスプロモーション)を

養う専門的な知識を指導するための知識や技術を習得する科目です。少子・高齢社会の到来により、個人個人の健康への意識も変化してきました。

時代のニーズに合わせて専門家として正しい知識や技術を伝え、いつまでも健康で自分で食事ができるためには、歯や口の健康は不可欠な課題で

す。また、歯だけではなく全身の健康を考えるために、他の医療職との連携も必要です。そのためには科学的思考や分析、指導計画の立案できる能

力が求められます。さらに、患者さんへ寄り添い、盤続したサポートをすることが必要です。そのためには、患者を理解するための医療面機技術、コ

ミュニケーション能力など必要とされる能力は多岐にわたります。実践的な授業を通して学んでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置諭・歯科保健指導論」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 士科

科目名
(英 )

口腔ケア・歯科内科学

( Guidance of Dental Heaith I )

必棒

選択
必修 年次 2

担当教員 柏崎 晴彦

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 木曜3限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

口腔ケア基礎知識を教本として活用し、口腔ケアに関する初歩的な用語、手技の知識を習得する。
最終回にて試験を実施し、『口腔ケア5級』認定を取得することを目的とする。

※実務経験 2002,7～ 20142北 海道大学勤務 20143～ 201610北海道大学病院勤務 201611～九州大学病院勤務

【到達目標】

陸康と疾病の概念を理解し、人びとの歯・口腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・セルフケア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態

度を習得する。

口腔ケアの重要性を理解し、口腔衛生管理を行うために必要な知識、技術および態度を習得する。

授業計画・内容

1回 目
「基礎編 口腔ケア定義」 1)口腔ケアの定義 2)噛むことの定義 3)口腔のしくみと働き 4)日腔組織の加齢変化について 5)口腔内の徹生物
6)口腔観察のポイント 7)口腔ケアをするときの注意事項 8)口腔ケアによる感染予防効果 9)口腔ケアと誤疎性肺炎 10)口腔癌と口腔ケア

2回 目

「基礎編 口腔ケア重要性」 11)口 腔ケア前の手洗いのポイント 12)口 腔ケアの一般的な方法について 13)日腔粘膜の清掃法 14)舌の清掃法 15)

寝たきり高齢者の口腔ケア 16)口腔ケアにおけるチームケアの重要性 17)口腔ケアと言語 18)病棟における看護師の口腔ケア業務 19)栄養管理と
口腔ケア 20)栄養ケアマネジメントと口腔ケア

3回 目

「基礎編 由磨きと口腔ケア」21)歯ブラシの選択 22)歯磨き剤の種類、効果、使用法 23)歯間ブラシ(hter dent』 brush)24)電 動歯ブラシとジエット

水流武口腔清掃器 25)補助的清掃用具 26)染め出しの意義と方法 27)自分で歯磨きができない人に効果的に歯磨きを介助する方法 28)歯磨き
方法の道応と種類 29)障害の種類別の歯磨きの工夫

4回 目
「基礎編 含改と口腔ケア」30)うがいの一般的な方法 31)含嗽薬の種類と成分 32)うがいのできない人のケア方法(高齢者以外、意識障害など)
33)ケア時、水に対して「むせ」のある患者の方法と注意点 34)高齢者にうがいをさせるときの注意点 35)子供のうがいの指導方法

5回 目

「基礎編 義薗と口腔ケア」36)璃歯の種類 37)義歯の入れ方、取り外し方 38)義由の管理 39)義歯を取り外した後の口腔ケア 40)義歯の接着斉u、
安定剤の種類と成分 41)義歯の洗浄剤とその目的 42)義箇装着による味の変化と交色について 43)義歯使用患者の食事の注意点 44)議歯の悪
臭について 45)義歯性国内炎の予防法 46)義歯洗浄剤でなかなか取れない汚れ 47)議歯などの構綴物を飲み込んでしまつたときの対応 48)合わ
ない議歯を長期間使用した場合の問題点 49)金属の義歯床の利点・欠点 50)歯が抜けたまま放置した場合の問題点

6回 目
「基礎幅 頭敏・歯周病」79)キシリトールについて 80)高齢者の虫歯の特徴 81)歯周病とは 82)歯周病のチェックポイントと予防法 83)グラグラして

抜けかかつている歯と口腔ケア 84)歯周病と喫煙の関係から 85)歯周病と関連する生活習慣との関係 86)歯周病患者の口腔ケア

7回 目

I応用編 身体に障吾病気のある方の口肥ケア1」 50)片用揮などで上手く画屠きができない入への保侵帽尋 57,怪榎をとりつしい人への口泄ケア
58)首の屈曲・回転があまりできない人の口腔ケア 59)音をいつも出し入れし、緊張するとさら1こ強くなる人の口腔ケア 00)認知症のある人の口腔ケア
61)意識障害があり、口腔ケア用品を入れると噛んでしまう人の口腔ケア 62)痛いところがあっても、訴えることができない人の目腔ケア 63)族の処理
が自分でできない人への日腔ケア 64)経営栄養中の患者の口腔ケア 65)挿営中の息者の口腔ケア 66)口腔癌患者の治療前の口腔ケア 67)口腔
癖に討するfr学審堆_械針緯治喜ロキの口月中ケア

8回 目

「応用編 身体に障害病気のある方の口腔ケア2」 68)出血傾向にある感者の口腔ケア 69)有熱患者の口腔ケア 70)構尿病患者の口腔ケア 71)心

疾患患者の口腔ケア 72)血液疾患患者の口腔ケア 73)ベーチェット病患者の口腔ケア 74)口腔カンジダ症がある人の口腔ケア 75)MRSA患 者の
口腔ケア 76)抗てんかん薬服用者の口腔ケア 77)口腔内に外傷のある患者の口腔ケア 78)矯正装置を装着している人への口腔ケア

9回 目 健康散育について 歯科衛生士の関わり方

10回目 メタボリックシンドロームとは

1ヽ回目 喫煙と口周病

12回 目 健康寿命の延伸とフレイル予防(栄養指導・運動指導含む)

13国 目 症例検討(数値の理解・アプローチの方法・医療画接・指導者としての姿勢)

14回 目 身体活動のメッツ 試験対策

15回 目 試験対策

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実賤
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●侵業態度
0出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【内科疾患】の全身症状と口腔内に現れる症状を理解する。そして口の中を清潔に保つことで、日腔内だけでなく体全体の健康につながることを理解す
る。この言葉が生まれた背景には、介護を必要とする高齢者数の増加という日本社会の現状があります。加齢とともに体の機能が衰えると自力で口腔
環境を整えることが難しくなるため、介護者が代わりに高齢者の口腔内に気を配つてあげる必要が出てきます。有病者や高齢者の口腔内の問題や口腔
ケアのポイントを知ることは饉科衛生士にとつて必要不可欠なのです。

【使用教科書・教材・参考各】

教科書:永末書店「有病者歯科学」



2023年度 授業概要
学 科 : 生 士 科

科目名
(英 )

栄養指導

( Nutrition Education )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 木村 三栄子

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 火曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

栄養学の基礎知識と栄養指導および食生活指導の実枝について習得する。
※授業媒体としては主にスライト

・
を活用し治療の流れがわかるような工夫を行う。

※食事形態の体験実習を行う

※実務経験 習需締
°018西日本医療福ネ止総合センター勤務 20019～ 20047老 人保1建施設シル′`‐―ケア玄海勤務 20048～ 20054老 人保健施設サンドリーム

【到達目標】

①栄養学および生化学を学ぶ目的を理解する
②栄養学および生化学を学ぶ意義を理解する

授業計画・内容

1回目 『栄養学の定期」「人体構成成分と栄養」疾病予防と食習慣、、栄養指導の必要性、人体構成成分比率と栄養素の種類

2回目 「光合成と呼吸」「エネルギー産生Jエネルギーの獲得・産生・代謝、アトウオーター係数の理解

3回目 「糖資の分類とその構造」「糖質の消化吸収」「糖質の代謝、概要」糖質の分類・種類、構造を理解し消化吸収の理解へ結びつくよう解説

却コロ 「食物繊維の働き」「甘味料の種類」甘昧料の種類とショ糖の甘さの比較

5回目
「たんぼく質の構造 J「アミノ酸の構造」「代謝概要 たんばく資の働き」「消化吸収」「たんばく質の栄養価値」たんばく質の構造と主な働き、必須アミノ

酸と非必須アミノ酸、卵価・人乳価・アミノ酸スコア、アミノ酸補足酵素、動物性たんばく質比

6回 目
」 品」 ・コレステロール、LDLコレステロー

レステロー

7回目
ミネラルの 」 」

8回 目 「食事摂取基準」エネルギー所要量・基礎代謝・生活活動強度、運動によるエネルギー消費、ビタミン・ミネラルの食事摂取基準

9回 目 「日本人の食生活とその問題点」食事摂取状況、栄養素摂取状況、食生活指針

10回 目 「食品の成分」「基礎食品群」成分表の使い方、6つの基礎食品群

11回 目 r食品と栄養素含有量J「食品とう蝕J「咀嗚の重要性」ショ糖摂取量 咀嗚の有効性

12回 目 「ライフステージ別 乳幼児 幼児期 高齢期」離乳の進め方、間食の与え方、咀疇・疎下困難者の食事

13回目 「疾患とホルモン調整 ①血糖調節 ②血圧調節 ③血中カルシウム濃度 糖尿病と血糖調節、高血圧と血圧調節、血中カルシウムの調節

14回目 「アルカリ性食品と酸性食品」アルカリ性食品と酸性食品

15回目 まとめ及び定期試験

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(66.7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60,6以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士は口腔という食物の入リロから健康を考える専門職であり、職務の1つとして栄養指導を行うことから栄養学を学ぶ。食物として摂取した栄

養素を、私たちはどのように消化・吸収し、エネルギーを獲得し、必要な物質を合成するのかを生化学で学び、生化学で得た知鮮,を基盤に、高度な内

容の栄養学を効果的に習得する。

【使用教科書・教材・参考書】

数科書:医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「栄養と代謝」
プリント配布



20223年度 授業概要
学 科 士 科

科目名
(英 )

地域保健活動

(Acjvity of Regional Hea■ h)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 古賀 寿々子

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 月曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

地域住民の健康の保持及び増進に寄与するための「地域保健対策の推進に関する基本方針、保健所の設置その他地域保健対策の推進に関し基本となる事項」
の基礎的知識を習得させ、地域歯科保健指導の資とする。

※実務経験

【到達目標】

歯科保健活動に必要な地域保健活動の準拠となる「地域保健法及びその活動」の概要を習得する

地域保健活動の全休像を知り、地域保健活動に寄与するための歯科保健化y指導の役割を理解する

授業計画・内容

1回目 健康にかかわる地域の役割(地域保健法、地域保健活動の概要)について理解する

2回 目 地域保健における重要な概念と歯科保健の取り組みの変遷について理解する

3回 目 公衆簡生と歯科保健活動(母子を対象とした保健活動)について理解する

4回 目 公衆衛生と歯科保健活動 (児童・生徒を対象とした保健活動)

5回 目 公衆衛生と歯科保健活動 (成人を対象とした保健活動)

6回 目 公衆衛生と歯科保健活動 (高齢者を対象とした保健活動)

7回 目 公衆衛生と歯科保健活動 (疾病・障がいを持つ方を対象とした保健活動)

B回目 公衆衛生と歯科保健活動 (世界での保健活動)・まとめ

9回目 定期試験対策

準備学習
時F司外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

0授業態度
0出席状況(66,796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【地域保健活動】は社会医学系に属する学問として位置づけられています。専門基礎分野にあり「歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み」

の一部を学びます。健康を左右する環境について理解し、次いで個人を対象とした日腔の健康と予防について理解する。そして、集団を対象とする地

域保健活動の在り方と、他職種と歯科衛生士と歯科衛生士との関わり1こついての理解を深めて欲しい。災書時の歯科保健医療に関する概要を学び、

被災地における歯科衛生士の役割や必要な心構えを理解したうえで、適切な支援活動についても勉強します。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「保健生態学」「歯科予防処置論・歯科保健指導論」



2023年 度 授業概要
掌 科 :

授業計画・内書

【前朗】

1回 目 r第 1章 諺療襦助総誇」歯科診療補助の意曇 饉科衛生士法にあける法的位置づけ 診療構助と診療介助の違い

29ロ ロ 「2章 医療安全と感染子 [方」 医療安全とは 感染予防対策 標準予防対策 ヨンブライアンス 手指消毒 クローブ マスクの装着方 ,去 着脱方法

4回 g 「2幸 滅菌と鴻毒J 滅箇→肖毒・洗浄の定義、各種激菖消毒法 ハイリスク患者の器具の取り扱い、医療廃索物の取り扱い

5回 目 「ユニットの取り扱しHユニットの電派 名林・取り扱い方法 ′書締方法 操作相互実習

6回目 「ユニットの操作実習」「患者誘導」ユニットの取り扱い～憩者銹導～片づけ 声掛け エブロンの着脱方法・器材準備

7ロロ 「共同動作の基本J 術者 補助者のポジショエング バキュームとスリーウェイシリンジの取り扱い スプレー′先′浄

89回 目 「相互実習の基本復習」患きさんをお迎え～片つけまで一連動作 各ユニットで復習

i011日 目 バキューム操作(マネキン実習)′ キヽューム操作 口ヽ腔内洸′`挙フォーハントテクニック(CVDttЮ ?人 一粗にて(術者 補助者l

12・ 13回 目 ′ヽキューム操作(相互実習)口腔内でのバキューム操作実習 ユニットで相互実習

14・ 15回 日 lヽキューム操作 (4日 互実習)□ 腔内てのバキューム操作実習 ユニットで相互実習

16回 目 「衛生材料の取り扱tH 衛生材料の必要性、作成案習(絡球 洗浄用綿球・綿栓 カーゼ)

17回 tヨ rアルジネート印象伽  アルジネート印象材とは 組威 準備物

10回g 「アルジネート印象材練,(l案習」準備物,スパチュララバーカップの把持方法 1杯練和(回転トレー)

,0・ 20回目 「アルジネート印象材練和案習」⊇杯練和・下頚印象f栞得(マネキン)

2Ⅲ 22回目 「アルジネート印象材練イil案習」 9杯練和 上頚印象 f票得 (マネキン)

20回目 「石菅J 石膏とは 組成 模型とは

24回目 「石膏模型作成実習」 上下石育模型作成

25・ 26ロロ 「総復習J 前期試験対策 小テスト

【検期】

27日目 「寒天印象材J寒天Ep象材とは 組成・模型とは

28ロロ 「寒天印象材J寒天連合印象(マネキン)1級つ レー 2級でノレー歯牙模型で印象採得

20ロロ 「含着材 接着羽」台落とは 合着材の種類 準備物

30ロロ 「合着材・接着材」練和案督 (リン酸亜鉛トクラスアイオノマー カルボキシレート接着性セメント)

01回日 r仮着材・仮封朝」仮な・仮封とは

92回目 「仮若材・仮封材」 l反封材・仮着材の練和および取扱い ストッピング 水霞性仮封材 レジレ系l侯封材・カルボ仮封材 酸化亜鉛ユージノール 高潟模型での仮封実習

3S'34回 日 「ワックスについて」 ワックスの種類 噴合採得相互実習(片顎印象)

OSヽ 36回日 「保存治療についての前処置J ブラックの高,同分類 隔壁(マトリックスバント)顆模型にて実曽、歯肉圧襟(環模型にて実督)

3738回日 「ヨンポジットレジン充填J コンポジットレジンとは 隔壁～充填～研磨 9級高f同・5級高河模型への充填

30'40回 目 「下顕EP象 ,素得(組重実習)」 2杯練和下顆印象採得(相互実習)石菅注入まで

41“2回目 「上顎Eβ ttl照 待(相互実習)」 9杯練和 上顎印象採岳(tg互実習)石育注入まで

43・

“

回 B 「上下印象僚僑・咬合l票得 (4目互実習)」 模型作成きて

45・ 46回自 「抜顔～根曽治角  根曽治療とは 目的 術式 器材名称わよび役割・トレセツ 根曽模型の根雪拡大(リ ーマー・ファイルにて)絡栓巻き実習

4,・ 19回 B 「様曽治療～根菅充嗅J 根管充境とは 目的・器材名称および役割・トレセツ 根売レーラー練氣l実習

49・ 50回目 「スタディモデル作向  スタディモデルとは トリマーの取り扱い 43・ 44回までに作れ た模型の台付

5● 52回 B 「口腔内写真保影J □腔内写真とは 撮影のポコツト撮影位置 口腔内ミラーなど カメラの取り扱い相互実習

59回目 「僚期試験対策J印象材・合着材・仮封材・ワックス・色肉圧排 復習 Jヽテスト

54回目 「候翔試験対策J OR抜 篤～根治～根充 復習・′!ヽテスト

準信学習 DttF督 ,外学習

●子習・復習の実践
●体綴を整え 欠席をしないように心佐Hする
●勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上lクリアで定期試験受験可
0定 期試験(60'て 以上lクリアで科目単位取得

受講生へのメッセージ

歯科衛生士の9大業務のひとつてある【色科診療補助】は 歯料衛生士にとって町床における主要な業務です。ただアシスタントワークを行うのではなく 専門的な知麟があっての技術であ

り 趣科衛生士の専門性を理解するために必要な科目てす.これからは 患者を中心とした医療の展開を歯科医師とともに担える饉科衛生士が求められ そこではマネジメント能力を発揮す

ることが期待されます。歯科衛生士のプロフェッショナリズムを高めてください。

【使用教科書・教材・参考書】

渋科書 :医 箇葉出版 題科衛生争シリーズf饉科診療補助講」「保存修復学・歯内療法学J「歯周治療学 J「臨科補猟挙J

ブリント配布

荒線 裕子/垂水 梨沙修

択

必

選
必 修 年次

実務経験 ○
科目名

(英 )

曽料診僚補助論 I

(The。ぃr Of DenlBI AsSst) 前期・後期

ヨース

業

忠

授

形
講義・演習

総時間

(単 l也)

∝
　
て

開語区分

曜日・時爾

(☆☆)19914～ 10922日 辺歯科勤務 19923～ 1992● 西俣歯科勤務 19997～ 19959産 業歯科衛生協会勤務
2∞14～ 21Xl、39九州大学歯学部付属病院勤務 201111～ 20122あ ささ臨科勤務

臨床科目の協螢とリンクすることにより全体の流れも理解させる

※実務経験

河原歯科勤務 もろおか歯科勤務 博多メディカル

標①歯科治療て用いられる主要歯科材科の種類 基本的性質あよび標準的な使用′去を説明できる。

毎②薗科治療の子懸を督観し 票剤および器材の使用法蓋説明できる。

標③歯科診療の準備と基本動作が実践てきる.

歯科医療に対応するために 専門的な歯科医療の補助に関する基礎的知識 技術あよび態度を習得する



2023年度 授業概要
学 科 :    歯科衛生士科

科目名
(英 )

歯科診療補助論 Ⅱ

(Theory Of Dental AsSst)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 荒巻 裕子/垂水 梨沙

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

鮨科治療における、診療の補助・受付業務などの機能を理解し、歯科綺生士としての心構えを身につける。
※診療内容ごとに項目を細分化し、実際の器材を用いて実習を行う。
※臨床科目の講義とリンクすることにより全体の流れも理解させる

(☆☆)19914～ 19922田辺歯科勤務 19923～ 19926西俣歯科勤務 19937～ 19953産業歯科衛生協会勤務 2001、 4～ 2003.3九 州大学歯学部付属病

※実務経験 院勧務 201111～ 20122おぎさ歯科勤務

河原歯科勤務 もろおか歯科勤務 博多メディカル専門学校勤務 静岡がんセンター歯科・口腔外科勤務

【到達目標】

きまざまなライフステージにおける歯科医療に対応するために、専門的な歯科医療の補助に関する基礎的知識、技術および態度を習得する。

目標①歯科治療で用いられる主要歯科材料の種類、基本的性質および標準的な使用法を説明できる。

目標②歯科治療の手順を概説し、薬剤および器材の使用法を説明できる。

目標③歯科診療の準備と基本動作が実践できる。

捜案計画・内容

【前期】

12回 目 口腔外科診療補助(局所麻酔～縫合)※替刃メスの着脱実習・人工皮膚を使つた縫合実習

34回目 シリコンラバー印象材の取り扱い 暫間被覆冠作成実習のための模型作成(超硬石音の取り扱い)

56回目 歯用外科治療について(講義)歯周外科治療時の歯周パックの取り扱い

7B回 目 暫間枚覆管(TEC)作 製 既成冠による作成/印象法による作成 ―括法示説のみ

910回 目 九州大学病院臨床実習にむけてI ①手指消毒②ゲローブマスクの取り付けと処理③トレーセッティング(CR/RCT/RCF)

11.12回 目 九州大学病院臨床実習にむけてⅡ①セメント練和実習②仮封材練和③シーラー練和

13.14回 目 九州大学病院臨床実習にむけてⅢ ①バキューム操作②自動練和器③セメント、仮封材、シーラーリピート練習

15。 16回 目 九州大学病院臨床実習にむけてⅣ ①各種抜歯の準備②補綴治療準備

17.18回 目 九州大学病院臨床実習にむけてV①スタディモデル作製のための印象採得(石膏注入まで)

19.20回 目 2年生のによる1年生印象採得・口腔内写真撮影実習①

2122回 目 2年生のによる1年生印象採得・口腔内写真撮影実習②

23.24回 目 2年生のによる1年生印魚採得・口腔内写真撮影実習③

25,26回 目 1年生の模型に模型台を付ける実習/TEC作製・In合着リピート実習

27,28回 目 寒天・アルジネート連合印象・咬合採得(相互実習)

29回 目 試験対策①

30回 目 試験対策②

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように1い掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.79<〕以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (609も以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科衛生士の3大業務のひとつである【歯科診療補助】は、歯科衛生士にとつて臨床における主要な業務です。ただアシスタントワークを行うのではなく、

専門的な知識があつての技術であり、歯科衛生士の専門性を理解するために必要な科日です。これからは、患者を中心とした医療の展開を歯科医師とと

もに担える歯科衛上士が求められ、そこではマネジメント能力を発揮することが期待されます。歯科衛生とのプロフエッショナリズムを高めてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 最新歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」「保存修復学・歯内療法学」「歯同治療学」「歯科補綴学」「口腔外科」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

歯科放射線学

( Dentat Radiology )

必修
選択

必修 年次 1・ 2 腟轟纏:…………講・.5∬.………
摂業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

開講区分 (1年 )後期・(2年 )前期

日 月曜、1時限目ヨー入

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

放射線の取り扱いについて歯科衛生士の業務範囲を認識し、患者指導に役立てられるように理解する。

※実務経験 需巽鞘

α3九州大
ぷ
子病院 m4-201■ 5むらかわ歯科州 ニック 糀 4～郷 a3九州大学病院 蜘 0～すえな力く歯科州 ニック 20227-九

【到達目標】

医療でのエックス線や放射線の有効性や安全性を正しく理解し、撮影手技、放射線防護の方法および保管管理の方法を修得する。

解剖学的構造の位置と形態を理解し、エックス線写真のみかたを修得する。

目標①放射線の特性と人体への影響および防護方法を説明できる。

日標②医療におけるエックス線の利用法と歯科におけるエックス線検査方法を説明できる。

目標③エックス線撮影の準備と画像管理、フィルムの保管管理方法を説明できる。

授業計画・内容

【1年後期】

ロヽロ 「放射線とその性質』放射4泉の種類と性質、放射線の量

2ロロ

3回目

4回 目

5回目

「放射線の人体への影響と防護J生物学的メカニズム、人体に対する影響、確定的影響と確率的影響、放射線防護、エックス線撮影の頻度と被爆線量、
線量の低減と急者の防護、品質保証プログラム、患者の防護と環境の管理

0回目 「エックス線画像の形成 エックス線と画像の形成Jエックス線の発生、被写体コントラスト

7回目 「エックス線フィルムと増感紙」エックス線フィルムと蛍光増感紙、写真コントラスト

8回目 「デジタル画像系」デジタル画像とは、口腔内エックス線撮影、パノラマエックス線撮影

【2年前期】

1回 目

2回目 'パ
ンラマエックス像撮影・頭部エックス線規格写真・その他の画像検査法』後頭前頭方向撮影法、頭部側方向撮影法、Waters撮影法、頭部軸方向撮影
法、進影検査、CT・ MRI・ US・核医学検査

3回目
f口内法エックス線撮影の実際と歯科衛生士の役割」 国内法エックス線撮影の準備、フィルムとヘッドの位置づけ、配慮が必要な患者のエックス線撮
影 感ヽ巣予防、口内法エックス争良写真の見方 (読影)

4回目 口肉法エックス線撮影実習 ①撮影用ファントムを使つて撮影・現像 ②読影演習

5回 目 「パノラマエックス線撮影の実際と歯科衛生士の役割」パノラマエックス線撮影の準備、患者の誘導と位置づけ

6回目 パノラマエックス線撮影実習 ①撮影用ファントムを使つて撮影・デジタル処理 ②読影演習

7回 日
「写真処理と画像保管』写真処理の実際、写真処理における品質管理、品質保証計画の実際、医療機器の保守点検、エックス線写真の整理・観察・保
管

8回 目 『放射線治療と口腔管理」放射線治療、放射線治療による副作用(有害事象)、 放射線治療患者の口腔管理

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法
●授業態度
●出席状況(667,も以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

骨や歯の中は肉眼ではみえないため、その内部を写すエックス線検査は歯科診断においてなくてはならないものである。診環スタツフ全員の意思孫通が

はかれた診療を求められる今、放射線一般に関心を持ち、正しく理解し、広い視野をもつた歯科衛生士を目指してほしい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科放射線学ュ



2023年度 授業概要
学 科 : 生 士 科

科目名
(英 )

臨床検査

(Councit for Laboratory Tesdng)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 三浦 公善

実務経験

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 水曜、2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

際々な臨床検査の結果は,各患者の健康状態を把握することはもちろん、その患者ごとに歯科衛生士の業務において、注意すべき点を示してくれる大切な情報源で

す。この注意を確認することが、実際の業務における事故を防ぎ、患者の治療等健康に寄与することはもちろん、皆さんの身を守ることが出来る大きな要素になりま

す。この授業を学習することで、各臨床検査の中で、代表的検査の意義と方法を説明できるよう1こなります。、

【到達目標】

各臨床検査の意義を理解し、その方法を習得する。

(具体的な目標〉

目標① 各臨床検査についてその意義を理解した上で、検査の説明が出来る。

日標② 水銀血圧計を用いて血圧測定ができる。

授業計画・内容

1回 目 臨床検査の概要、一般検査〈尿検査)を説明できる。

2回目 血策と血清の違い、採血の方法、血液学的検査①(血球数、形態学的検査)を説明できる。

3回目 血液学検査②(血液凝固・線溶系検査)を説明できる。

4回 目 生化学検査を説明できる。

5回目 免疲・血清検査①(感染症検査)を説明できる。

6回目 免疫・血清検査②(血液型検査)を説明できる。

7回目 微生物検査、病理検査、生体検査①(心電図、心普図、筋電図、脳波)を説明できる。

8回目 生体検査②(血圧測定)をできる

9回 目 定期試験

準備学習
時間外学習

この授業の理解をより効率的に行うに1よ、人体の解剖・生理の知識が必要です。そのために、授業範囲の必要と思われるそれら範囲の予習が必要で

す。また、臨床検査の異常から疑われる病態と、それらの患者に歯科衛生士として接する際の注意点を確認することが、この授業を皆さんが学ぶ最大

理由になりますので、必要な病態の確認と注意点に対する考察を各自で学習することで、授業内容を本当の意味での、曽さんの実力として身につけて

ください。。

評価方法

●授業態度
0出席状況(66.7'も 以上)クリアで定期試験受験可
0定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

本授業は歯科衛生士としてではなく、医療関係者全般の方の最低限必要な知識です。そして、皆さんがこの知識を得て、その意義を知り、身につける

ことで、実際の歯科治療現場における患者の安全を確保する大きな助けとなる授業です。このことは、歯科衛生士としての皆さんのスキルを向上させ

るだけで無く、皆さん自身の身を守るためにも重要な内容です。そのためにも、体調管理に気をつけて欠席や居眠りをしないよう1こしてください。

【使用教科書・教材。参考害】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「臨床検査」
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 衛牛士科

科目名
(英 )

感染予防

( Prevention of infection )

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 裕恵

O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

15

1

開 区分

曜日・時限

前期

月曜、2時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

全3回の授業のなかで感染予防策として減菌と消毒の理論と実際を習得する。

①歯科医療現場における標準予防対策の基本を学ぶ

②シチュエーション別に感染予防の視点で考えチェックしてみる

③さまざまな歯科器具の取り級い・バイオハザードの種別を学ぶ

※実務経験
::♀よ二τ::!|::究斜交撃療躊劃姦:lを |:4τ :lを:::醤埋粂軍季暴廣露着省晟認藉20234～九州大学病院勤務

【到達目標】

Э歯科医療現場における標準予防対策の基本を学ぶ

Э歯科特有の標準予防を学ぶ(エアータービン・電気エンシラなど)

③歯科特有の消毒と減菌について熱知し、実践ができるようになる

④歯科治療室の整備・手指の消毒について理解し実践ができるよう1こなる

授業計画・内容

1回目 「歯科医療現場における感染予防」歯科特有の標準予防、歯科特有の消毒・減菌、手指の消毒等、※歯科衛生士の一日

2回目
「歯科のス コーション」内因性感染と外因性感染、院内感染、主要感業部位の分類(NNIS)、 ス 、感梁経路予防、

血液感染予防対策の実際、血液汚染事故発生時の対応

3回目 「口腔肉感染症J病原体とは、感染するのどんな病気、口腔内フラークが全身疾患に与える影響

4回 目 『口腔肉術部の消毒と口腔外の消毒」国内の特殊性、口腔内・外の消毒

5回目
「歯科器具・器械の減菌と消毒」減菌・消毒・洗浄 i除菌の違い、診療室の消毒減菌の流れ、感染症患者に使用した器具の対処、滅画・消毒の原則、
器材の消査・滅菌方法、消羞液の水準と対象徴生物

6回目
「消毒法指針」「減菌法の分類』消毒液の使い方、消毒液の調製法、高圧蒸気減菌、乾熱滅菌、酸化エテレンガス滅薗、ろ過滅画および超ろ過法、フ

ラズマ滅菌、火炎減菌

7回目
「歯科医療廃案物の分類」「手洗いとゲロープの概念」感染性医療廃棄物の種類、医療廃棄物の梱包に用いる容器とその材料、院内感染経路、手洗
い、衛生学的手洗い、グロープの装着

8回目 「血液感染症」「感染症とあらかじめ分かつている患者への対応」「針刺し事故等とその対応」

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受詰生への
メッセージ

歯科における消毒と減菌はどのよう1こ考えるべきであろうか?我々医療従事者は様々な危険にさらされているが日本ではあまり気にしていないのが現
実、タービンハンドピースの使い回し、グローブの使い回し・―自分が患者なら・・・そう考えるとでつとしませんか?標準予防対策 (スタンタ七ドフ

°
リコーション)の

意味を理解し、実際には目に見えない微生物を心眼でとらえるような気持ちがなければ、その実行は難しい。院内感染予防の知識を習得し、臨床で実
践できるよう1こなつて欲しい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 酋科衛生士のための感染予防スタンダード



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士

科目名
(英 )

歯科材料学

( Dental― goods Learning )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 有働 公一

実務経験

授業

形態
講義・実習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 金曜、3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

歯科医院では多種多様な材料を取扱う。
その歯科材料の理工学的性質・特性を学び実際の取り扱い方を習得する。また、その性質特性を知ったうえで材料を取り扱うことで、スムーズな診療補助を行うこと

力ぐできる。

※実務経験

【到達目標】

歯科治療で用いられる主要歯科材料の種類、基本的性質および標準的な使用法を習得する。

日繰①歯科治療で使用される材料の種類と基本的性質を説明できる。

目標②歯科治療で使用される主要材料の取扱いができる。

授業計画・内容

1回目 「歯科構料と酋科衛生士「「歯科材料と基礎知識」金属材料、無機材料、有機材料、複合材料

2回目 「歯科材料の所要性質J口腔内で使用される材料、口腔外で使用される材料

3回 目 「歯科材料の基本的性質J機械質性質、その他の物理的性質、科学的性質、生物学的性質

4回目 「歯科衛生にかかわる材料」歯面研磨剤、小高裂溝填塞材、主な口腔清掃用具

5回目 「印象材J印象材の種サ霞と用途、印象材の組成と特徴、印象材の一般的性質

6回目 「模型用材料J石膏の種類と用途、取り扱い、石百の一構壁的性質

7回 目 「合着材・接着材」合着材の種類と用途、機着性レジンセメントの種類と用途、合着材・接着材の一般的性質

8回目 「形成修復材」形成修復材の種類と用途、形成修復材の組威と特徴

9回目 「仮封材」仮封材の種類と用途、仮封材の組成と特徴

10回 目 『暫間修復材と仮着用セメント」暫間修復材の用途・種類、仮着用セメント、種類と用途

11回目 ワックスJワックスの種類と用途、ワックスの一般的性質

12回目 「金属」金属の用途と種類

13回目 「セラミックスJセラミックスの用途、歯冠修復用セラミックスの分類・種類・性質

14回 目 「その他の材料」′い児歯科にかかわる材料、歯科保存にかかわる材料、歯科矯正にかかわる材料、歯科補綴にかかわる材料

15回 目 まとめ及び定期試験対策

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ fb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66.7'も以上)クリアで定期試験受験可

●定期試験 (609も以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科医療において「歯科材料」にか力てわる知識は必須で〔歯科医師や歯科枝工士との専門的な情報交換や患者とのコミュニケーションにおいても
I歯

科材料」を知つておかなければ歯科衛生士としてのミッシヨンは果たせません。歯科衛生士自身も「歯科材料」を用いて診療の補助や予防処置を行わ

なければなりません。多くの「歯科材料」の種類、目的、用途についての知識をもつていることが歯科籍生士としての資質を高め、業務を円滑に行うこと

につながります。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生学シリーズ「歯科材料」



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

診療報酬請求事務

( MedicaI Processor Basic )

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 浦上 由宇加

実務経験

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース 木曜、Ⅲ2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

診療報酬事務の基礎知識をもとに歯科医院で実際に必要となる技能を学ぶ。

※実務経験

【到達目標】

カルテの読み方や医療保険制度の仕組みやルールを理解し、レセプトを正しく作成、医療費を算定する。

さまざまな症例を用いてルールを理解する。

授業計画・内容

1・ 2回 目 医療事務概論

3・ 4回 目 歯科医療の点数解説①

5・ 6回 目 歯科医療の点数解説②

7・ 8回目

9可 O回目

カルテ症例 (う飲・歯髄炎・根尖性歯周炎)

11・ 12回 目 カルテ症例 (架工義歯 )

13・ 14回 目 カルテ症例 (有床義歯)

15・ 16回 目 カルテ症例 (歯周炎)

17・ 18回目 カルチ症例 (手術・その他 )

19・ 20回目 カルテ症例 (在宅・その他 )

2Ⅲ 22回 目 評価テスト

準備学習
時F日日外学習

0予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように,い掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【診療報酬請求】とは、医療機関が患者に施した処置について、決められた点数をレセプトに記載し診査・支払機関に請求することをいいます。患者は

健康保険により治療にかかつた金額の一部のみ (最大3割 )を負担しています。残りの金額(7割 )を保険者である市町村や保険組合が医療機関に支

払つているのです。みなさんが働く歯科医院も同じような仕組みで成り立っており、診療報酬請求がきちんとできなければ歯科医院はつぶれてしまいま

す。大事なことですから、臨床実習での処置を思い出し、ぜひ興味をもって受講してください。

【使用教科書`教材・参考書】

カルテ用語解説集・症例集・診療報酬点数早見表正～Ⅳ



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

コンピューター実習

( Computer Practice )

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 井口 恵美里

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

火曜、2時限目コース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

基本的なコンピュータの取り扱いを習得する
Ⅳord/Exd/Power POntを習得する

※実務経験

【到達目標】

基本的なコンピュータ(Word/Ex引 /Power Pdnt)の 取り扱いを習得する。

Ⅳord/ExЫ /Power Pdnt各方法で資料を作成することができる。

授業計画・内容

1回 目

2回目

3回目

4回 目

5回目

「Word」 日本語入力の説明、フォルダ作成・USBの名前変更、データのコピー&保存 練習作成、発表会「プロジェクト」、クリツプアート・ページ設定・
罫線・ワードアート、Word課題提出

e回目

7回目

8回目

9回目

10回目

「Excd」 Exd基本説明、数式(SUM・ AVERAGE・ MAX・ MINなど)、 縦棒グラフの作成、総合問題 (表計算・メニュー・折れ線グラフ・円グラフなど)、 ExЫ課

題提出

11回目

12回目

13回 目

14回 目

15回目

「P Pdnt」 POwer Pointの基本説明、アニメーション・画面切り替え・スライドの移動と肖1除、動画の挿入・スクリーンショット、スマートアートゲラフイック、スライト
'の再利

用、テーマ、スライト
・
番号の挿入、Power Pdntの課題作成、Power Pdntの 課題作成&提出

準備学習
時間外学習

0予習・復習の実践
0体調を整え、欠席をしないよう1こ fb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

現代の医療は、診断、治療、会計、情報管理などさまざまな分野でコンピュータが利用されています。また、院内発表や学会発表で使用する資料作成

や、院肉マニュアルの作成など、これからパソコンで行う作業も増えてきます。このようなニーズに対応するために、基本であるWold、 Excd、 P,Pdntの

操作方法を一から学習していきます。パソコンの操作は、臨床実習のレポード作成や卒業研究発表などすぐにでも役立ちますので、しつかり学んで活

用してください。

【使用教科書・教材・参考害】

Ⅳord′ /Exeレ/Power Point



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

科目名
(英 )

フィエッシング

( Finishing )

必修

選択
選択 年次 1

担当教員 矢野 隆子

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 火曜、4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会人として必要な基本的なマナーを習得する。
③身だしなみ・挨拶・名刺交換②臨床実習でのマナー③就職活動(見学i面接時のマナー④来客応対や電話応対⑤敬語の使い方
ロー,レフ彰イングやグルーデワークを取り入れながら学習を進めていく

※実務経験

【到達目標】

①客観的に自分を観察し身だしなみを整えることができる

②挨拶・連絡・報告・相談が出来るようになる

③目上の人との会話の中で敬語をスムーズに使えるようになる

④就職活動(見学や画接)時のマナー、接客や訪間時のマナーを理解し実践につなげることができる

授業計画・内容

1回 目 「基本のマナー」基本の身だしなみ、社会人としての心構え、エレベーターと廊下のルール、ホウ・レン・ソウの実行、オフィスでの人間関係を理解する

2回目 r会話のマナー」敬語をマスターする、電話のルール(かける・う1サる)、 携帯電話のルール、メールのルールについて理解する

3回 目 「接客と訪間マナー」おじぎと挨拶のルール、自己紹介 (名刺)のルール、スマートな接客対応、訪間するときのマナー(実習・見学・面接)を理解する

4回 目 「会話・接客のロールプレーイング」

5回 目 「ビジネス文書」ビジネス文書の基礎知識、社内文書・社外文書・社交文書について理解を深める

6回 目
「冠婚葬祭のマナー」冠婚葬祭の予備知識、お見舞いとお祝いの礼儀、通夜・告別式での振る舞い・服装、香典の基礎知識、宗派ごとの献花焼香を

学 ぶ

7回目 r食事のマナーJテーブルマナーの基礎知識、お店での席次と着席、日本料理・西洋料理・中華料理のマナーについて理解する

8回目 「テープルマナー研修Jホテルでの会食でテーブルマナーの実践 (フランス料理)について理解する

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
0出席状況(667%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

学生時代と違つて社会にでるとき様々な年代の人と出会います。歯科衛生士科の学生は在学中にまず、臨床実習という目上の人ばかりの社会に出る

ことになります。『敬語が使えない』『挨拶ができない』『報告ができない』など様々なケースにぶち当たるでしよう。学生のころと同じような言葉使いや行

動では通用しないのです。この教科では医療従事者としての身だしなみ、挨拶の仕方、敬語の使い方などを実践を交えて学びます。

【使用教科書・教材・参考害】

教科書 :新星出版社 図解まるわかリ ビジネスマナーの基本



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

メイク

( Make―Up )

必修

選択
選択 年次 1

担当教員 山崎 裕美

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 月曜、4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

医療従事者の身だしなみとしてのメイクを習得する。

※実務経験

【到違目標】

基本的なメイクの方法を身につけ、医療従事者としてふさわしいメイクを実践する。

授業計画・内容

1回目 「ヘアー(夜会巻き)」

2回 目 「メイクの基本」基礎化粧・洗瀬等肌のお手入れ

3回 目 「メイク①」ファンデーションののせ方、アイメイク

4回 目 「メイク②」アイブロウ・チーク・リップ

5回 目 「メイク③』ハイライト、モデリング

6回 目 「メイク④』フルメイク

7回「目 「ネイル」爪の手入れ

8回目 まとめ及び試験 筆記試験・実枝試験

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにJい掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

0授業態度
●出席状況(66.796以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

社会人にとつてメイクをすることはマナーでもあります。そして医療従事者となるみなさんは、患者様に安心感や清潔感を感じさせる装いでなければなり

ません。医療従事者としての身だしなみとはどのようなものか理解し、患者様に不快感を与えないようなヘアー、メイク、爪のお手入れを身につけましょ

う。「歯科衛生士」としてだけでなく、「女性」として輝いてほしいと思います。授業回数が少ないので欠席のないよう体調管理に気を付けてください。

【使用教科書・教材。参考書】

特になし



2023年度 授業概要
学 科 : 生 士村

科目名
(英 )

審美歯科

(Aesthedc Dendstry)

必修
選択

選択 年次 2
担当教員

実務経験

中村 恭子

O

授業
形態

詰義・演習
総時間
(単位)

開講区分

曜日・

1

1

前期

]―ス 金曜、3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

審美歯科で行われる様々な治療についての知識、診療内容を理解する。

③審美歯科治森の種類功ウンセリングおよび治療前検査・治療の流れと診療補助について学ぶ

②実習『ホームホワイにシゲ実習』模型作成→カスタムトレー作成→薬品塗布→患者指導の一連の流れを実体験することで学習したことを体得する

※実務経験

【到達目標】

①審美歯科における歯科診療補助・歯科衛生士の役割について理解する

②『ホームホワイトニング実習』において実体験することで身に付ける

③審美歯科治療で重要な位置を占めるハイジエストワークについて理解を深める

授業計画・内容

1回目

2回目

「審美歯科 ハイジエストワーク・ベーシック」カウンセリンク
・・ヨンサルテーションの基本、審美歯科治療の成功の鍵、概形印象採得と石百注入の基本、DHとして

知つておきたい修復・補緩関連器材の特性と注意点、CR充填時のアシスタントワークについて理解する

3回目

4回目

「カスタムトレー作製のための模型作製実習」全顎印象採得→硬石膏注入→トリミング、※各自、自分の模型を患者の模型と見立てて作製する

5回 目

6回 目

「審美歯科 ハイジエストワーク・アドバンス」審美性をはかる基準、フ粕ビショナルレストレーションの役割、精密印象採得を支えるアシスタントワーク、ホワイトニング

成功の鍵、接着操作時のアシスタントについて理解する

7回目

8回目

『ホームホワイトエング カスタムトレー作製実習」ウルトラデント1こよる業者実習

カスタムトレー作製→薬剤の体験→患者指導

9回目

10回目

f症例から学ぶ審美性を維持向上させるハイジニストワーク」審美性を維持するためのフ
・
ラッシング指導、補綴物や軟組織へのダメージを最小限に抑え

た歯周基本治療・メンテナンス、「目的」としてのホワイトニンゲから「手段」としてのホワイトニンゲ、健康で美しい口腔を実現するためのヨミュニケーション、メンテメンス

時のポイントについて理解する

準備学習
時間外学習

●予習 `復習の実践
●体調を整え、欠席をしないようにfb掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66,7'も以上)クリアで定期試験受験可
●レポート評価(60%以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

【審美歯科】では審美歯科治療の効果を最大限に引き出し、それを維持するために必要な知識と技術について勉強します。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 デンタルハイジーン別冊 歯科衛生士のための審美歯科入門



2023年度 授業概要
学 科 : 歯科衛生士科

担当教員 鮎川 保則

実務経験 O
修
択
必
選

選択 年次 2

前期

科目名
(英 )

インプラントアシスト

( Inplant Assist ) 授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜日・時限コース

こおける欠損補緩のインプラントについて知識と技術を理解し、外科的処置を行う歯科診療補助の知識を習得する。

、どのよう る )【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員

1997.4～ 19982九州大学歯学部付属病院勤務

ついて知識と技術を理解し、外科的処置を行う歯科診療補助の知識を修得する。

重要性を説明ス の できる。

【到達日標】

授業計画・内容

1回目

2回目

【インプラントの基礎知識】「インプラントの基本構造」基本構造、手術方法「インプラントの天然歯の共通点と相違点」周囲組織の構造「インプラント

と骨の関係」オッセオインテグレーション、オッセオインテグレーション確率の判断、骨の分類「インプランド周囲疾患」インプラント周囲粘膜炎、インプラ

ント周囲炎、インプラント撤去になる場合

【インプラントのためのコンサルテーション】「治療までの流れ」「患者へのコンサルテーション」ヨンサルテーションとは、インプランHこおけるコンサルテーシヨン、治

療希望のタイミング

3回目

4回 目

『全身・口腔状態についての情報収集」「歯科医師による診断と治療計画の立案」「インフォームドコンセント」適否の診断、治療計画に必要な資料、

手術法の選択、患者への説明、提供すべき情報、同意書の作製

5回目

6回 目

【インプラント手術にあたりDHがおさえておくべきこと】「術前患者への対応」ホームケアについて、食事と生活に関する指導、デイブライドメンドを行う、
手術直前の患者対応「手術室の準備」手術室の消毒と準備、器具の準備 r手洗い。グローブ・術衣について」手洗い、術衣の準備、グローブの準備、

手術後の脱衣 「手術について」手術i中の補助者の役割、術式、インプラント補綴「手術後の患者への対応」術直後、抜糸までの口腔衛生指導、食事

指導、、生活上の注意事項

7回 目

B回目

【インプラントのメンテナンス】「メンテナンスにおけるリコール」リコールの重要性と間隔、リコール時の施術の流れ

「メンテナンス時の感染予防」「リコール時の要観察・確認事項」患者自身の違和感、患者自身の違和感、動揺度、プロービング、エックス線写真、残存

歯の評価、歯石沈着・プラーク付着の状態の確認、義歯の管理
「メンテナンスにおける,ラークヨントロールと患者指導」ホームケアの重要性、ブラツシングとホームケア指導「メンテナンス時のディブライドメント」プラークと

歯石の分類、超音波スケーラーによるスケーリング、ハンドスケーラーによるスケーリング

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないように心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(66,7%以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験(6096以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

歯科簡生士はインプラントのメインテナンスにおいて、大きな役割を担つています。インプラントの長期成功のためには、歯科衛生士による口腔内環境

のコントロールが欠かせません。歯科衛生士として必要なインプラントの知識と技術を修得することが不可欠です。患者さんのより良い人生に貢献でき

る歯科衛生士として活躍してください。

【使用教科書・教材・参考害】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生士のためのインプラントメインテナンス



2023年度 授業概要
学 科 生士科

科目名
(英 )

摂食礁下機能訓練

( Training of Eating attd Swallowing )

必修
選択

選択 年次 3
担当教員 古賀 直子

実務経験 O

授業

形態
講義・演習

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 火曜、Ⅲ2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記戦する)

高齢社会において歯科衛生士として摂食疎下困難者への機能訓練の知識・技能を習得する。

※実務経験 19764～ 1977.12福岡歯科大学附属病院勤務

【到達目標】

高齢者施設実習にて対象者の口腔管理や口腔機能訓練のアセスメントやプランニングが理解できる。
※3年次6月に高齢者施設での臨地実習を取り入れ、入所者様を担当させてもらい、アセスメントを取り、食事の前の口腔体操や口腔ケアの実地を行う。

授業計画・内容

1回目 歯科衛生士を取り巻く口腔ケアの制度 (医療・介護)高齢者の回腔変化について理解する

2回目 擬食疎下のメカニズム・障害 食事の観察のポイント・食事指導 実習 :スナック菓子・水飲み→どこを使つているか

3回目 入所者の口腔について 清掃方法について考える

4回 目 スポンジブラシの使い方実習 (個人で使用 ,相互実習)

5回目 高齢者の日腔清掃の目的・効果 急性期・回復期の口腔ケアについて知識を深める

6回 目 口腔ケアに使用する用具とケアの手順 口腔乾燥・舌や粘膜の違いについて理解する

7回目 ケア症例別の用具選択と手順の注意事項 グループワーク

8回 目 アセスメント方法と用語の意味 口腔乾燥・舌や粘膜を観察する

9回目 介護保険制度のサービス:通所サービス ロ的・一日の流れ・歯科衛生士の役割について理解する

10回目 口腔機能向上の実際 媒体を使つた歯科保健指導 現場の歯科衛生士さんの媒体を借用する

11回 目 口腔ケア実習(相互実習)

12回目 マナボット(マネキン)を使用した口腔ケア実習 歯式をとる→清掃用具の選別→ケア 声掛け・高齢者への対応を想定する

13回 目 アセスメントロ腔機能管理プラン作成のシュミレーション

14回目 グループワーク

15回 目 高齢者施設実習後の各自のプラン発表報告

準備学習
時間外学習

●予習・復習の実践
●体調を整え、欠席をしないよう1こ心掛ける
0勉強の習慣化

評価方法

●授業態度
●出席状況(6679も以上)クリアで定期試験受験可
●定期試験 (609も以上)クリアで科目単位取得

受講生への
メッセージ

口から食べることは、生きる力の源であり喜びである。しかし、何らかの原因で日から食べる機能が失われた時の健康障害やQOL(Qu』 ity of ttfe、 生
命の質、生活の質、人生の資)の低下は、はかり知れないものがある。人口構成の高年齢化に伴い、歯科衛生士に対するニーズも、それも特に口腔ケ

アや摂食疎下に関係する分野で拡大している。本科目では歯科衛生士と摂食疎下の関わりについて知識を深め、リハビリテーシヨン及び操食疎下リハ

ビリテーションの概念やメカニズム、さらには発達、障害の状態を正しく理解した上で、小児期、成人期、高齢期の摂食疎下障害の特徴や変化、歯科衛
生士の実践についての考え方や方法及び訓練法の実際、チームアプローチや連携に必要な関係職種の理解など、摂食疎下リハビリテーションに関す
る基礎的知識・技術を修得する。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医歯薬出版 歯科衛生士のための摂食疎下リハビリテーシヨン
プリント配布
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